
FOR UNITED

YOUR  
YOUR  

SUCCESS
SUCCES

U
N

IT
E

D
 G

R
IN

D
IN

G
 G

ro
u

p
の

顧
客

マ
ガ

ジ
ン

INDEPTH Rebuildがもたらすもの
INTERNATIONAL メキシコ、可能性の土地
IDEAS 機械が人間を必要とする場所

02.2023
UNITED GRINDING Groupの 

顧客マガジン

0
2

.2
0

2
3

私たちはどのようにして今の私たちになったのか。 

CEOのStephan Nell氏とKörber AG前取締役会長の 

Werner Redeker博士との対談
最初の30年  
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このMOTIONには以下の内容を
掲載しています：

 3  WELCOME 
CEO Stephan Nell氏、UNITED GRINDING Groupの30周年
と顧客との関係の重要性を語る

 4  A LOOK INSIDE  
UNITED GRINDING Groupの30年の歴史的パンフレット   

 6  NEWS 
UNITED GRINDING Groupからのお知らせ

 8  INNOVATION 
UNITED GRINDING Groupは30年にわたり、顧客との良好な
関係を重視し、常に顧客のさらなる成功を目指してきました

 16  INDEPTH 
機械オーバーホールは、30年以上にわたって顧客にとって重
要なサービスの一つです

 20  INSIDE 
カスタマーケアの従業員は、問題が発生したときに迅速かつ
適切な支援が届くようにしています

 22  INTERVIEW 
全ての始まり：CEOのStephan Nell氏とKörber AGのWerner 
Redeker前取締役会長との対談

 28  A DAY WITH … 
...UNITED GRINDING Chinaで顧客のために機械を企画・構
成するChen Songchuan氏

 31  TOOLS & TECHNOLOGY 
STUDERの新しいユニバーサルローディングシステ
ム、BLOHM PLANOMAT XTの縦型研削配置、MÄGERLE最
大のMFP、WALTERのレーザーコンターチェックのための新
しいソフトウェア機能、UNITED GRINDING Groupの新しい
カスタマーポータル

 36  INTERNATIONAL 
メキシコでは、UNITED GRINDING Groupは有望だが容易で
はない市場で顧客をサポートしています

 39  UPDATE 
新しい展開とは？

 40  IDEAS 
人間の創造性がデジタル生産の現実を決める理由

 43  INTOUCH 
「Motion」カレンダー：重要な展示会とイベント
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読者各位
「最初の30年」は、この「Motion」の表紙で読むことができます。私たちの

グループの物語はまだ始まったばかりで、私たちは毎日それを書き続け
ています。それは、私たちの顧客が主役となる物語です。従って、この記念
すべき日に、お客様の信頼と忠誠、そして貴重なご協力に感謝したいと思
います。しかし、同時に過去を振り返ることも重要です。過去には、今日の
私たちの基盤の多くが築かれています。
「全ての始まり」というのが本号のインタビューのタイトルであり、創

業者であるWerner Redeker博士（Körber AG前取締役会長）に、当グル
ープの歴史的な始まりについてお話を伺っています。これらは前世紀の
90年代に遡ります。ハンブルクの伝説的な企業家であり、設立者でもあ
るKurt A. Körber博士の死後まもなく、当時のKörber AGの取締役会は
工作機械部門の拡大に関心を持つようになりました。他のドイツやスイ
スの研削盤メーカーも注目されましたが、それらはごく少数の例外を除
き、当時深刻な危機に陥っていました。 

Eberhard Reuther博士は、当時Körber AGの取締役会長でした。90
年代には、後に後継者となるRedeker氏とともにKörber Schleifringの設
立に着手し、そこから今日のUNITED GRINDING Groupが誕生しまし
た。Reuther氏のアプローチは、グループ形成を利用して個々の企業の
回復力を強化し、国際化を促進するというもので、その成功は証明され
ています。私たちはEberhard Reuther氏に多くを負っています。Körber
の時代から、長期的な顧客関係における共同成功こそが、未来を最も
持続的に築き上げる基盤であるという信念を持ち続け、それを着実に
固めてきました。 
「UNITED FOR YOUR SUCCESS」とは、国際的な顧客との関係

を紹介し、それに対する返答を試みる主要記事のタイトルです。「UNITED 
FOR YOUR SUCCESS」は私たちの主張でもあり、私たちの立場を端的
に表しています。グループとしての私たちは強力であり、この強みを活か
してお客様をさらに成功に導きたいと考えています。それが私たちの目
標であり、長期的な顧客関係の基盤です。

そして、一般的な人間関係と同じように、良好なコミュニケーション、
信頼関係、価値観の共有が重要であることが分かりました。この洞察は
非常にシンプルで、日常生活で実践するのがコツです。私たちは日々、こ
れをより良いものにしていきたいと思っています。

Stephan Nell
CEO、United Grinding Group

Stephan Nell、  
CEO、UNITED GRINDING Group

「顧客への感謝 」
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UNITED GRINDING Groupの30年-このことは、私たちをア
ーカイブに誘惑し、当時は主に印刷物であった古いコミュニ
ケーション手段を覗いてみたいという誘惑に駆られます。写
真は、Körber SchleifringとUNITED GRINDING Groupの
創業期である90年代のパンフレット、チラシ、リーフレット、
記念誌、ブランドパンフレットの一部です。設立数年間には、
工作機械および研削盤会社のグループの多様性、ブランド
の世界、Schleifringと一体となったそれに関連した能力を
示すことが重要でした。1994年に発行されたSchleifring 
Maschinenbau GmbHのパンフレットに掲載された例のよ
うに、当時既に提供される生産技術の範囲を示すために、
グラフィック表現が使用されていました。研削はさらに長期
的なビジネスですが、技術の発展という点では30年はまだ
長いです。これは、まだ極めてシンプルなビジュアル・デザイ
ンにも当てはまります。当時は、現在のような機械のレンダ
リング図はなく、インフォメーショングラフィックスはエンジ
ニアリングの図面に近いもので、まだ独自のスタイルを持っ
ていませんでした。STUDERの円筒研削盤S40 CNCは、トレ
ンドセッターとして革新曲線の上位に示されているが、コン
ピュータ支援CNC制御で当時は最先端であったとしても、
今日ではほとんど古風に見えます。しかし、90年代のパンフ
レットの全てが時代遅れに見える訳ではありません。グルー
プの「長い伝統とそこから得た経験」から「未来の革新のた
めの革新的な力」を引き出すという、テキストに書かれた約
束は、当時も今も変わりません。 

時は流れても、残るものが
あります

4 Motion 02.2023
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BLOHM JUNGは、生産におけるより効率的なエネルギ
ー使用に投資を続けています。例えば、ハンブルク工場
の5,000平方メートルの組立ホールは、新しい輻射天井
パネルで暖房されています。新システムは記録的な速さ
で導入され、多くの利点をもたらしています」と、Group 
Surface & ProfileのCEOのArno Binder氏は説明しま
す。これまでは、ホールの暖房のために外気を取り込ん
で暖房していましたが、騒音公害を伴い、エネルギー効
率も最適ではありませんでした。熱回収を備えた新しい
換気システムも今年中に導入される予定です。全体とし
て、この投資によって30～40％のエネルギー削減が見
込まれます。そうすればBLOHM JUNGも、ヒートポン
プの使用に備えることになると、Binder氏は言います。

ドイツ 

持続可能性に投資する
BLOHM JUNG

UNITED GRINDING は、Grinding Academyに3台
の新しい機械を納品しました。それは、WALTER 
HELITRONIC POWER 400、STUDER S31 （それ
ぞれC.O.R.E.を搭載）、STUDER favoritCNCで
す。TITANS of CNCのGrinding Academyは、元
ボクサーのTitan Gilroy氏と彼のチームが運営
する、研削に大変興味ある人たちのためのオン
ライン学習プラットフォームです。「新しい機械
は、Grinding Academyに、特にデジタルソリューシ
ョンにおいて、様々な改善された機能と最新の機能を
提供します。UNITED GRINDING North Americaの社
長兼CEOであるMarkus Stolmar氏は、「タイタンと彼の
チームが、近い将来、この最新鋭の機械を使って非常に
興味深いコンテンツを創り出すことを楽しみにしていま
す」と、語ります。

デジタル分野と機械・プラント工学の分野から30人以上のスペシャリストが春に集
まり、第2回「umati Hackathon」で一同に会しました。UNITED GRINDING Group
とドイツ工作機械工業会（VDW）がトゥーンで主催したこのイベントは、工作機械
のコネクティビティとデジタル化を推進し、特に旧世代の既存機械をumatiに統合
することを目的としていました。その「Universal Machine Technology Interface」
は、世界的に標準化されたデータ・インターフェイスで、機械は製造会社とは無関
係に通信することができます。それはまたブランド横断的なソフト・ハードウェアア
ーキテクチャであるC.O.R.E.の構成要素でもあります。UNITED GRINDING Group
のHead of Digital Engineering、Christian Josi氏は、「このイベントの主催者とし
て、私たちは、それ自体が目的ではなく、常に顧客の具体的な利益に焦点を当て
ながら、さまざまな企業の開発者が集まる創造的なプラットフォームを促進して
います」と語りました。

米国

GRINDING ACADEMYの
ための新しい機械

スイス

UMATI HACKATHON開催

トゥーンのSTUDER工場は、ステフィスブルグの遠
隔暖房網への接続に成功しました。その結果、暖
房エネルギーを得るために自前の暖房設備やボ
イラーを持つ必要がなくなり、代わりに、省スペ
ースで信頼性が高く、実質的にメンテナンス不要
な方法で、パイプシステムを通じて自治体の中央
供給業者から暖房エネルギーを得ることができ
ます。「環境保護と資源の慎重な利用は、常に
STUDERにとって重要な課題であり、このような
形で弊社拠点の持続可能性に大きく貢献できる
ことを嬉しく思います」と、コミュニケーションの
責任者のMichèle Zeller氏は言います。STUDER
は、この新しい遠隔暖房接続により年間約
330,000リットルの暖房用石油を節約し、CO2排
出量を約900トン削減しました。

スイス

STUDER、 
CO2排出量を削減
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トルコの顧客が5月、スイスのトゥーンにあるSTUDER工
場を訪問しました。STUDERはトルコの代表企業Form  
Makinaと共に、2013年から定期的な情報ツアーを開催し
ており、研削愛好家たちは現場で最新の技術や開発につい
て知ることができます。トゥーンの工場に加え、ビールの内
面研削コンピテンスセンターも議題に上りました。さらに、
一行はスイスの有名時計メーカーを訪問しました。6月に
もベルナー・オーバーラントには、オランダとベルギーから
顧客代表団がやって来ました。「STUDERツアー」は、ベル
ギー、オランダ、ルクセンブルクの代理店であるDe Ridder
の協力の元で行われました。

トルコ、オランダ、ベルギー

顧客がSTUDERを訪問

STUDERは、技術スペシャリストの増員とHelpLinesの増設により、
東ヨーロッパ向けのサービスを強化します。今後、チェコ、スロバキ
ア、ポーランド、ハンガリーの顧客はSTUDERに直接連絡し、拡張サ
ービスの恩恵を受けることができる、と担当するField Service部門
責任者のPascal Roggli氏は言います。スタッフの増員により、現場で
は以前の2倍の従業員が技術サービスを担当します。社内のService  
Academyでの研修後、彼らは通常の高いレベルのSTUDERの
能力と専門知識を持っています。現場のサービススペシャリスト
も、HelpLinesの地域サービス担当者も、それぞれの国の言葉を話
します。

チェコ、スロバキア、ポーランド、ハンガリー

STUDER、東欧向けサービス
を拡大

スイス

STUDER、 
CO2排出量を削減

顧客と関心のある方は、上海拠点の新しいUNITED GRINDINGショールームにご期待ください。面
積は約480平方メートルで、以前のデモンストレーションルームの3分の1ほどの広さです、とUNITED 
GRINDING ChinaのMarketing Director、Jessie Wang氏は言います。ここには例えば、最新世代の
STUDER KC33、STUDER S131、BLOHM PROFIMAT XT、WALTER HELICHECK PLUSなど、顧客
試験および訓練用の10台以上の機械があります。同社は昨年10月、上海の嘉定区にある新設計のオ
フィスビルに移転しました。今回の拡張は、UNITED GRINDINGの中国における事業活動の拡大を
反映したものです。

中国

ショールーム新設
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FOR

UNITED 
機械業界では、メーカーや顧客が長年にわたり安定した接触を維持していることから、長期的な
顧客との関係性が成功の共有の基盤となっています。しかし、これらの関係はどのような特徴があ
るでしょうか？相互評価はどのように達成できるでしょうか？UNITED GRINDING Group の 30 周
年を記念して、「モーション」はこれらの質問を国際的な顧客選択に提起しました

文章： Michael Hopp

日本の豊川市にある 株式会社 OSG コーポレーションは、製造業における切削
工具の完全なソリューションの世界的な大手プロバイダであり、1982 年以来
WALTER の顧客です。写真：OSG 社常務取締役の竹生光志（右）、WALTER の
Michael Schmid 左）、OSG 創始者の大澤英雄（中央の小さな写真）
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YOUR

SUCCESS

ボローニャ近郊にあるVIS Hydraul icsの 
CEO、Adamo Venturelli は、「夕方、家族のも
とへ帰って、食卓を囲んで何を話しますか？」
と尋ねます。皆さん、自分が出会った人々や、
彼らと一緒に行った経験について話します
ね」イタリアの Venturelli も、今回取材した 
UNITED GRINDING の長年の取引先企業で
す。今回は、技術的な話題よりも、そもそもビ
ジネスがうまく連携するためにはどのような
人間関係が必要なのか、ということに重きを
置いた議論になりました。「たとえ最高の技術
を持っていても、それを使って仕事をする者同
士が理解し合えなければ意味がありません」と  
Venturelli は締めくくりました。「人間関係のビ
ジネスなのです」と彼は言います。「少なくとも
私たち VIS はそう考えていますし、私が知る限
り、STUDER の従業員も同じように考えてい
ます」

近接性、信頼性、確実性
イタリアの温暖な地中海の気候に住む人々
は、寒冷な北欧のスウェーデン人や冷静で控
えめな日本人と比べて、より人間的な温かさ
を持っていると一般的に考えられるかもしれ
ません。しかし、実際には、異なる国のお客様
や UNITED GRINDING Group のブランド企
業とのコンタクトを通じて、このような古いステ
レオタイプなことに疑問を抱かざるを得ません
でした。それぞれの国や文化において、人々の
接し方やコミュニケーションスタイルは異なる
ものです。5 つの事例すべてにおいて、インタビ
ューの結果、ビジネスコラボレーションの成功
は、関係者が個人的なレベルでつながりを持て
るかどうかに大きく左右されることが明らかに
なりました。原則的には、お客様とサプライヤー
の関係は、近接性、信頼性、確実性ならびに価
値観の共有といった、私的領域における関係
と非常に類似した基盤の上に築かれるもので
あることに誰もが共感しました。

竹生光志は、国際的な工作機械業界をリード
する株式会社 OSG コーポレーションの常務取
締役です。1938 年に設立された OSG は、33 カ
国に 7,000 人以上の従業員を擁し、タップ、ドリ
ル、エンドミルなどの切削工具の製造と販売を
世界中で行う、固体工具の世界最大のメーカー
です。竹生の WALTER EWAG との交流は、単
に長年一緒に仕事をしてきたということにとど
まらず、1980 年代には自らドイツのチュービン
ゲンを訪れています。「当時の私の第一印象で
は、WALTER は OSG と似ていました。少なく
とも、当時は両者ともオーナー企業であったこ
とを考えれば。そして当時から、WALTER は最
高級の機械と付加価値の高い設備で有名でし
た」現在、OSG が WALTER との協業を好む主
な理由は 3 つあります。「第一に信頼性です。第
二に、一貫性。そして第三に、その保守的なアプ
ローチです」

「WALTER なしには、カーバイドエンドミルの開発はできな
かった。私たちは一緒に大きなことを成し遂げてきました」 

竹生 光志、OSG

明確な言葉
豊川市（愛知県）にある OSG 本社の会議室
から竹生がビデオインタビューに応じており、 
WALTER EWAG Japan の Yasuhiro Tomida 
と Jun Ikeda 、そしてWALTER EWAGのアジア
太平洋地域の全ビジネスを担当する Michael 
Schmid も同席しています。Schmid は、OSG 本
社ではなく、バンコクの見本市の会議室からビ
デオ会議に参加しています。 

竹生は常に相手の話に気を配り、明瞭で簡
潔な言葉で話す人物であることがわかります。 

「なぜ私たちは共に働くのか - OSG はグロー
バルに活動しており、世界中に生産拠点があり
ます」そして、WALTER は OSG を応援していま
す」Michael Schmid が加えて、「私たちのパー
トナーシップは非常に広範囲に及んでいます。
お互いにカスタマーサポートに関心を寄せて
います。OSG のメンテナンススタッフと緊密に
連携しています。当社のアプリケーションエン
ジニアは、アプリケーションや生産に関するト
ピックについて何度も話し合っています。ミーテ
ィングを定期的に行っています。あらゆるレベル
で OSG とは協力関係があり、それがまた問題
解決に役立っています」 

グローバルレベルの関係
OSG と WALTER には、グローバル志
向と高いレベルとイノベーションへの
こだわりという共通点がある

MÄGERLE              BLOHM              JUNG              STUDER              SCHAUDT              MIKROSA              WALTER              EWAG              IRPD 
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VIS はカートリッジバルブ技術を専門とし、農業用を含む油圧バルブとコンポーネントを製 
造しています。世界中の顧客が、STUDER テクノロジーを駆使したイタリア人の対応力、 

熟練したサポート、コスト効率を高く評価しています。写真：VIS の Adamo Venturelli CEO（右）
と STUDER の Diego Capitanio（左）- 友人関係でもある 写
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「VIS にとっての重要な価値観のひとつは熱意
です。そして、ADAMO VENTURELLI はこの価値を
体現するのにふさわしい人物なのです」
Diego Capitanio、STUDER

「今日、当社の粉砕技術は、市場で
の成功を保証する重要な要因になっ

ていると思います」
Adamo Venturelli、VIS

品質に妥協は許されない
VIS と STUDER は、完全にオープンで
ダイレクトなコミュニケーションが共
通の成功の土台であり、最高の機械へ
の情熱であると考えている 

「お客様が当社を訪ねてきて、 STUDER の美
しい機械を見ると、『ああ、STUDER を使ってい
るんですね。でも、これって最も高価な機械で
はないですか？』と言います。 私はイエス、そし
てその機械は最高です、と答えます。世界最高
の自動車が欲しいなら、どこを探しますか？性
能、保証、耐久性を求めるなら、フェラーリが最
高ですが、最も高価でもあります。その時点で、
何をすべきかは明白です」

Adamo Venturelli は、STUDER の機械を
賞賛するとき、決して新しい比較から逃げようと
はしません。2009 年に弟の Davide とともに設
立した油圧機器とバルブのメーカーである VIS 
のCEO を務めています。2 人は、小さな旋盤工
場から巨大産業へと発展させた父親の成功に
後押しされて「Tarp」を設立したので す。

STUDER のエリアセールスマネージャーで
ある Diego Capitanio も参加したインタビュー
で、Venturelli は会社の設立当時を振り返りな
がら上機嫌でした。 

「STUDER との提携関係は、20 年前の私
の父の時代にさかのぼります。その時、最初の 
S25 と他の一連の STUDER の機械を導入しま
した。VIS Hydraulics が 2009 年に設立された
とき、私たちは円筒研削盤のパートナーを選ば
なければなりませんでした。それはリーマンショ
ックの年であり、世界的な危機の時でした。あ
の大混乱の中で会社を立ち上げるのは勇気が
いることでしたが、同時に少し狂気の沙汰でも
ありました。あれこれ考えるのに多くの時間を
費やし、他社にも目を向けました。しかし最終
的には、私たちは父の経験から、STUDER が正
しいパートナーであることに疑いの余地はない
と確信しました」
 
USP としての熱意
現在、VIS は 18 台の STUDER の機械を使用
中だが、5 台の STUDER S11（すべてローダー
付き）は 2021 年に納品されたばかりで、VIS は
以前から、農業分野を含む油圧バルブとコンポ
ーネントの主要サプライヤーとして国際的に認
められています。高速研削の選択により、S11 は
市場でさらなる効率向上の機会が期待できま
す。「S11 は、現在あるマシンの中で最も注目す
べき機械のひとつです」と Venturelli は話しま
す。「市場での成功を確実にするためには、効
率性が重要な要素であるため、当社にとって非
常に価値があります」 

それでは、このパートナーシップを成功
に導いた原動力は何でしようか？「私たちは 
STUDER と緊密なコミュニケーションを取っ
ています。Diego は私たちの主要な連絡窓口
であり、彼の技術的知識は私たちにとって非
常に大きな価値を持っています。彼はただカ
タログに載ったマシンを売るわけではありま
せん。おかげで彼と話すのが非常にスムーズ
になりました。彼は一般的な営業マンとはま
ったく違います」それに対し、Diego Capitanio 
は次のように話しています。「確かに、ここでこ
んなうれしい言葉が聞けるのは最高です。で
も、成功の理由を話すなら、熱意についても触
れなければなりません。それが VIS ブランドの
理念であり、その理念を代表するのが Adamo 
なのです」 

火災がすべてを脅かす
2021  年 9  月のある日曜日、Pavul lo  nel 
Frignano にある VIS 工場のひとつで火災が
起き、数台の機械が被災、数台が焼失するとい
う事故が起きてしまいました。VIS と STUDER 
のチームは、すぐに昼夜を問わず働き始め、わ
ずか 4 週間後には完全な 2 交代制の稼働を回
復することができました。これにより、最終顧客
にほとんど不便を感じさせることはありません
でした。「これは単なるビジネス上の関係では
なく、真のパートナーと手を取り合って試練を
乗り切ることだった」と Venturelli は振り返りま
す。「それは特別な経験であり、関係性をさらに
発展させることができました」

「STUDER はいつもまるで家族の一員であるかのように
感じさせてくれる。私達は 単純 に、共に素晴らしいことを
成し遂げたいと願うチームなのです」 
Adamo Venturelli、VIS
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2 つの企業、1 つの言語
Seco と EWAG  は、顧客のために特
別仕様のソリューションを提供するこ
とによって結ばれ、友情と呼べるよう
な絆で結ばれています

スウェーデンの中心部、歴史的なベルグスラ
ーデン鉱山地帯。この小さな自治体は、Seco 
Tools の本社としてだけでなく、スウェーデン
鉄鋼業発祥の地としても知られています。Seco 
はスウェーデンの産業史に根付いた企業で
す。1873 年、スウェーデンのファーゲルスタに 
Fagersta Bruks AB が設立されたのがすべて
の始まりでした。Bergslagen 地域には、鋼線、
鋼管、ライフル銃身のほか、鉄道車両用のバネ
も製造されていました。1932 年、同社は「Seco」
と呼ばれるカーバイド製品の小規模生産を開
始しました。Seco とはラテン語で「私は切る」
という意味です。

現在、Seco は 4,100 人の従業員を擁し、75 
カ国で事業を展開しており、航空宇宙、自動車、
医療技術、発電、電力産業などの切削、旋削、掘
削、工具保持冶具の加工ソリューションを提供
しています。1980 年代に鉄鋼産業が衰退した
後、Fagersta の多くの工場は今では産業の歴
史の聖地とされ、Engelsberg 製錬所の工場は
世界遺産に登録されています。

アイスホッケーはどうやってプレイす
る？
地元の人たちはどうやってアイスホッケーをす
るんですか？これは、EWAG の製造技術者で
ある Andreas Westman とサービス責任者で
ある Georg Schröer のインタビューで取り上
げられた重要なトピックです。この問題を解決
するためには、1990 年 12 月、Schröer "Jojji" 
が Seco-Ludvika チームに招集され、ルドビ
ーカの現地で毎年開催される Seco-Fagesta 
Motherhouse チームとのアイスホッケーマッ
チに参加したときのことを振り返る必要があ
ります... Seco チームは1人足りない状態でし
た。Schröer が Seco チームの一員であることは
明らかであり、その穴埋めを依頼するのは当然
のことでした。「私はアイスホッケーは下手じゃ
ない」と Schröer は当時を振り返ります。「しか
し、試合が始まって間もなく、なぜやっつけるこ
とができないんだ？と自問自答しました。絶望
的だったのです。試合の後、私たちはサウナに行

「SECO を訪れると、故
郷に帰ったような気分
になる。スウェーデン
語は私の母国語だか
らです」 
Georg Schröer、WALTER EWAG

Seco Tools の豊かな歴史的世界：Fagersta 社の鉄鋼工場での歴史的なインテ
リアビュー（日付なし）は、Seco Tools の前身である Fagersta Bruks AB の最初
の工場であり、現在の工場でもあり、一致した帽子をかぶった従業員がいます。 

左：Georg Schröer、右：Andreas Westman

った。そして、彼らの何人かが「Bandy」のナショ
ナルチームでプレーしていることを知りました。 
しかしそれだけではありません。彼らは通常の
アイスホッケースケートシューズよりも遥かに
滑りが良い異なるスケートシューズを持ってい
ました。2歩ほど歩くだけで、すでに5メートル先
にいたのです。でも、そう言われたのは試合後で
した」Westman はその話を聞いて笑います。彼
自身Bandyをプレイしているため、ランナーの滑
走面が長いほどスピードが出るということが理
解できるのです。

自発的で信頼できるコミュニケーシ
ョン
1990 年当時、Georg Schröer はまだ Seco 
に 入った ば かりでした 。彼 は  1 9 8 8  年 に
この会 社を知りました。その時、Andreas 
W e s t m a n  の 前 任 者 である J a n - O l o f 
Lundequist が最初の RS-12-CNC を注文し、
その後、Ewamatic、Ewamatic Line、Compact 
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Line、Ewamatic Linear の機械が注文されま
した。当時、Schröer はスウェーデンに移り住
み、1999 年に再びスイスに戻って以来、Seco 
の世話をしています。しかし彼はスウェーデン
語を忘れてはいません。「あなたがスウェーデ
ン語を話せることで、私たちは楽になります」
と Westman は言います。「英語は私たち二人
にとって外国語でしょう」

信 頼できる自 発 的 なコミュニケーショ
ンは、コラボレーションの基礎であり、文化
的な共通点でもあるのです。「Seco  のよう
に、EWAG は基本的には家族経営のビジネ
スです。これが私たちがうまくやっていく理由
の一つでもある」と Westman は言います。「
当社は、お客様のことを考え、一つのソリューシ
ョンではなく、個々のニーズに合わせた産業用
ソリューションを提供しています。また、EWAG 
はサービス精神旺盛で、非常に個性的な企業
でもあります。「標準的な機械は 1 つではなく、
常に当社の製品に適応するための基盤があり

ます。そのため、常に良いソリューションが見
つかるのです」

Schröer はその例を示してくれ
ました。「Seco には、開発や特

別な取り扱いを必要とする
特注製品がたくさんありま
す。最近では、ドリルチップ
の場合には、完全に新し
い処理セットアップを作
成して、すべてを自動化
し、機械の横に人がずっ
と立っている必要がない
ようにしなければなりま
せんでした。そのソリュー
ションは、画像処理とロ
ボット工学の組み合わせ
でした」 

「人がテクノロジーを発展さ
せる。二者が仲良くできなけ
れば、お互いの技術も理解で
きません」 
Andreas Westman、Seco Tools
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「BLOHM JUNG の技術者たちは、 
おとなしくコンピューターの後ろに座ってい

るわけではない。お客様に話しかけます。 
サポートを提供します」 

Thomas Wunsiedler、KNARR

目指しています。UNITED GRINDING と共に成
長してきたと言っても適切だと思います」

KNARR  の副プロダクションマネージャ
ーおよび QMO である Alfred Weber、Ralf 
Traber、Siegfried Völkel のほか、Wunsiedler 
も含まれるインタビューで、会社同士がどれだ
け連携しているかがすぐに分かります。Traber 
は BLOHM JUNG のセールスマネージャーであ
り、Völkel は販売会社である Berner + Straller 
を代表し、創業当初からパートナーシップを支
援しています。 

Völkel の言葉：「私は、シュトゥットガルトで
の AMB 見本市終了後、夜遅くにゲッピンゲン
の JUNG に向かったことを覚えています。なぜ
なら、Knarr が「J630」を求めており、そこに 1 
台あることを知っていたからです。真っ暗で、光

1994 年に改装された古い織物工場「ガレージ」から始まり、最初の新しい建物に移り、最
終的には 2009 年以降、ヘルブレヒトの産業地区の大規模な新しいホールに移りました。

屋根には太陽光発電装置が設置されています。 
写真右：Alfred Weber、Thomas Wunsiedler、KNARR、Ralf Traber、BLOHM JUNG

スイッチを探さなければならなかったんです」 
WEBER は言います。「機械はまだ準備ができ
ていなかった。問題は、デジタルディスプレイを
機械にどのように実装すべきかでした。Knarr 
は実装の進捗状況に興味を持っていました。彼
は、機械の内部と外部についてあらゆる知識を
持っています。だからこそ、彼は常に大規模な購
入に関与しています。彼は自分がなにを話して
いるかわかっています」さらに、Traber は続けま
す。「Knarr は独創的です。まだ青年です。でも、
それはいいことだよ！若い男性が、当時の Knarr 
のように自分の会社を設立したいと望む場合、
適切な心構えが不可欠です。突き進んでいか
なくてはいけない...」Völkel は付け加えます。 

「... もちろん、短い意思決定経路も重要です。
典型的なドイツの中規模企業です」

成功を通じて 
共に成長する
KNARR と BLOHM JUNG は一緒に
成長しました。初代機から現在の 31 
号機まで、約 30 年以上にわたります

企業がガレージで設立 されるという言い伝え
はありふれたものですが、少なくともバイエル
ン州の小さな町、ヴァルムブレヒトのヴュステン
ゼル地区のオルター通り 15 番地ではそれが真
実となっています。マーケティング & セールス代
表副部長 Thomas Wunsiedler とのインタビュ
ーで説明されたように、同社の歴史は 1994 年
に遡ります。「若き工具職人である Alfred Knarr 
は、大きな入り口のある小さな古い織物工場を
借りることを選びました。彼がこのスペースの
ために購入した最初の機械の 1 つは、1980 
年に製造された JUNG HF 50 という平面研
削盤でした。グラインダーは後から追加され
ましたが、現在でも敷地内にあります」JUNG 
HF 50 は現在でも使用されています。UNITED 
GRINDING Group の 31 台の機械、MÄGERLE 
が 2 台、STUDER が 4 台、BLOHM JUNG が 25
台が現在追加されました。

1994 年に設立された KNARR は、1993 年
に設立された UNITED GRINDING Group とほ
ぼ同じ年齢です。「ここ KNARR では、最初は上
司と共に 3 人の従業員で始めました。現在で
は、250 人もの従業員となり、さらに 280 人を
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5 つの軸で考える
Hanza と MÄGERLE は、ガスタービ
ン業界の大口顧客をサポートし、パー
トナーと最新技術に大きな信頼を寄
せています

Hanza のサイトマネージャー、 Ola Svensson  
は、ビデオインタビューに参加すると、元気よく
他の参加者たちに「おはよう、おはよう、おは
よう」と挨拶し、MÄGERLE のセールス・マー
ケティング部長で「Motion」の編集者でもある 
Stefan Zürcher そして、こんにちは、Stefan」と
声をかけました。Hanza は、1970 年代からター
ビン、航空、産業、およびオフショア向けの高度
な機械加工で完全なソリューションを提供して
おり、6 つの生産クラスターでシーメンスやスウ
ェーデンエネルギーなどのガスタービン業界の
顧客にサービスを提供しています。 

「1995 年に、Hanza はタービンビジネス
への大転換をしました」と Svensson は語りま
す。「最初は3軸の MÄGERLE 機械と BLOHM 
のダブルホイール機械で作業していました」タ
ービンの価格が下落し始めたことで、より効率
的になる時期が訪れました。「Roger Persson 

と私は MÄGERLE を訪れ、最初はタービンブレ
ードを研削するために別の 3 軸加工機を購入
することを検討しました。しかし、彼らは当社に
まったく新しい機械を紹介し、その後数日間は
多くのことを話さなければなりませんでした」 

新しいマシンは、5 軸の最初に搭載された 
MFP 50 でした。「Hanza は、MÄGERLE の 5 
軸技術を採用した最初の企業のひとつです」
と Stefan Zürcher は言います。「また、Hanza 
自体がまだタービン事業としては比較的新し
い会社だったため、最初からより効率的に生
産することができました。彼らはパイオニアで
した」Svensson は、「MÄGERLE からの多く
の支援を受けた 1 年後、Siemens 向けのガス
タービン部品のセットアップ数を、以前の 6 つ
や 7 つから 2 つに減らすことができました」と
報告しています。「 その間に価格が下落したた
め、これは市場で常に継続するための前提条
件でした」ここでも、信頼とコミュニケーション
が成功の鍵でした。「私たちはお互いをよく知

Årjäng は、加工と精密機械製造のための 
Hanza Group の最も近代的な工場の拠点
です。複雑なタービン部品は、MÄGERLE 
MFP 50 の 5 軸技術を使ってここで製造さ
れています。写真：Ola Svensson、Hanza  

（右）、Stefan Zürcher、 MÄGERLE

っており、相手のニーズを正確に把握していま
す。ひざを突き合わせて話をすると、すぐにポ
イントにたどり着くことができます。もちろん、
私たちは MÄGERLE が世界中で培ってきた経
験からも恩恵を受けています。しかし、私たちは 
MÄGERLE の言うことをすべて実行するわけで
はないし、 MÄGERLE も私たちの言うことをす
べて実行するわけではありません。それがある
べき姿なのです」

「MÄGERLE は信頼
性が高く、柔軟性が
あります。彼らの 言う
ことは すべて信用で
きます」
Ola Svensson、Hanza

「HANZA は、世界で初
めて MÄGERLE 社の 5 
軸技術を導入 した企
業のひとつです」 
Stefan Zürcher、MÄGERLE
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30年の若返りの泉
UNITED GRINDING Groupは30年にわたり、新しい機械だけでなく、
老朽化した機械を新品同様にするリビルドなどの重要なサービスを
提供することで、顧客のさらなる成功を目指してきました
 
文章： Markus Huth

フュルトの晴れた午後、市街地の古い建物の窓から聞こえてくる
JUNGの研削機の作動音と、市街地の公園から聞こえてくる鳥のさ
えずりがコンサートを奏でます。 

「Dornさん、どこに連絡すればいいですか、今いいですか？」

「Friedrichさん、ご連絡ありがとうございます!待って、ちょっとオフィ
スに行きますから、そこでゆっくり話しましょう」
 

「素晴らしい。また、JUNGの5台の機械に全て問題はないかどうか
も聞きたいと思いました。次の予防メンテナンスの予定が迫ってい
ます」

「もちろん、いつも通り何も問題ありません。または、弊社でこのよう
に言っています。JUNG（若さ）は永遠に続きます！」
 
Reichenbächer + Hasel Schleiftechnik GmbHの経営者である 
Reiner Dorn氏は、エレクトロニクス、医療技術、機械工学、金型・工具
製造、航空宇宙、自動車産業などの有名企業を顧客に持つ、最高精度
に特化した平面・プロファイル研削技術で成功を収めている企業で
す。1971年の創業以来、同社はJUNGの機械だけに頼ってきました。

「Dornさん、それは良いですね。もちろん、いつものように技術者が
来て、全てを入念にチェックしています」

Matthias Friedrich氏はBLOHM JUNGのセールスエンジニアとして、
顧客からの修正依頼に最適な技術サポートを提供しています。JUNG
の機械はその高い品質と耐久性により、現在も世界中でもう新規生産
されなくなった約15,000台が使用されています。これは、1989年から
1990年にかけて製造されたReichenbächer + Haselの場合、タイプ 
JE 525の機械にも当てはまる。こうした顧客にとって、純正メーカー
によるメンテナンス、検査、機械のオーバーホール（Rebuild）は、高く
評価されるサービスです。

「最近の2つのRebuildも順調ですか？」

「Friedrichさん、この機械はまだ新品同様ですよ。数年前に行ったば
かりです。いずれにせよ、私たちの顧客は通常の高い正確性を信頼し
続けることができます。また、多くの顧客が製品に要求するエネルギー
バランスという点でも、大きな利点があります」
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「ええ、もちろんそうです。JUNGの機械は、高品質の鋳鋼製ボディで
構成されています。製造に使われたエネルギーが、Rebuildによって2
度目の機械寿命に使用されるという事実は、エネルギーバランスの点
で新しい機械よりも大きな利点となります」

ゲッピンゲンのJUNG 工場で行 われる機械のオーバーホール 
（Rebuild）は、古いシステムに新たな命を吹き込む。その後、機械は

最初の納品時と同じ状態になり、通常の簡単なハンドリングを維持し
ます。その後、機械の寿命は再び数十年に及び、顧客は新品同様のマ
シンを経済的な価格で手に入れることができます。

Matthias Friedrich氏（右）は、ゲッピンゲンにあるBLOHM JUNGのセールスエンジニア
です（写真）。顧客の機械のオーバーホール範囲の技術的定義から、関連するドレッシング
ユニットのオーバーホール、システム全体の新しい状態まで、顧客に助言しサポートします。
新旧の違いは、JUNG研削盤JFシリーズの写真で見ることができます REBUILDはこのように

進行します
機械のオーバーホールは、完全に、
または個々のコンポーネントのモジ
ュールシステムで実施することがで
き ま す 。包 括 的 な 近 代 化 の 場
合、Rebuildということになります。ゲ
ッピンゲンの工場ではこの工程に数
週間かかりますが、顧客はほとんど
時間をロスすることなく生産を続け
ることができます。これは、古い機械
と引き換えに同等の新品同様のオー
バーホール済みの機械を受け取る
か、オーバーホール期間中、機械の
貸し出しが行われるためです。

ガイドウェイ
ガイドウェイはJUNGの機械の精度と耐久性に
とって極めて重要です。JUNG独自のサービスと
して、Rebuild時に研削加工を施し、特殊な表面
硬化を施し、医療技術や自動車産業などで要求
される精度を保証する実績のあるクロス研削を
行います。

研削スピンドル
最も負荷がかかり、最も重要なコンポーネント
の一つが研削スピンドルで、これは工作物と直
接接触し、その品質を決定します。オーバーホー
ルの際、機械は新しい研削スピンドルを受け取
ります。

再塗装
研削盤の流行も変わりつつあります。かつてはグ
リーンが選ばれていたが、今日ではモダンなホワ
イトが輝いています。Rebuild後のJUNGの機械
は、まるで今日の新品のようです。

ドレッシング
研削砥石の研磨と形成は、機械内のドレッシング
ユニットが引き受けます。ゲッピンゲンのRebuild
チームは、スペア部品や摩耗部品を交換し、ガイ
ドを研削することで、最高の精度を実現するため
に新品の状態に戻します。 

アップグレード
老朽化した研削盤でも、技術全体を交換するこ
となく、技術的進歩から恩恵を受けることができ
ます。機械制御の更新、新しい自動中央潤滑、深
穴研削、プランジ研削、フェース研削などの新機
能は、ほんの一例に過ぎません。

Motion 02.2023 17

MÄGERLE              BLOHM              JUNG              STUDER              SCHAUDT              MIKROSA              WALTER              EWAG              IRPD 

1619_Motion_02_23_Indepth.indd   171619_Motion_02_23_Indepth.indd   17 23.08.23   10:0623.08.23   10:06



SCHAUDTとMIKROSAも新品
のように
U N I T E D  G R I N D I N G のメンテナンスと 
Rebui ldサービスのおかげで、何千台もの
SCHAUDTとMIKROSAの機械が今日も使用
されています。「研削盤の寿命は他の工作機械
よりも長いです。私たちがこれらのモデルのサ
ポートを引き継いでいるため、たとえ新しいモ
デルが製造されなくなったとしても、顧客が買
い換える理由はありません」と、ゲッピンゲンの
BLOHM JUNG技術責任者のRalf Schürl氏は
説明します。ゲッピンゲンのテクノロジーセンタ
ーは現在、これをさらに効率的に行えるよう、
近代化と拡張を進めています。「JUNGの比較
的小型の機械が6平方メートル程度の設置スペ
ースで済むのに対し、SCHAUDTは40平方メー
トルものスペースが必要だからです」

生産性の高いCamGrind L2は、中型から
大型の円筒・非円筒研削盤として、かつて内
燃機関用カムシャフトの製造のために特別に
設計されました。しかし、非常に汎用性が高く、
数日以内に他のワーク用に構成することがで
きます。そのような改造は、グッピンゲンでも
同様に行われています、とSchürl氏は言いま
す。SCHAUDTが開発したマルチホイールコン
セプトのおかげで、砥石ガードを交換するだけ
で、ワークのそれぞれの円筒部を、シングルプラ
ンジで同時加工できるようになります。しかし、
現場で機械の個々の部品をオーバーホールし、
それを顧客の現場で専門家が取り付けること

も、ゲッピンゲンの拠点が提供する重要なサー
ビスです。CamGrindに加え、多くのFlexGrindが
サービスを提供する顧客によって使用されてい
ます。SCHAUDTのこのフレキシブルな円筒研
削盤は、最大4,000ミリメートルのクランプ長、
最大1,200キログラムの部品重量を持ち、スピ
ンドル、プリント用ローラー、自由形状の工作
物の研削に使用されます。

100年以上の研削の歴史 – 今もなお
求められる
ゲッピンゲンのチームは、機械設計、電気設
計、ソフトウェア開発、プロセス開発のスペシャ
リストで構成され、サービス部門の従業員が
サポートしています。SCHAUDTの機械に加え
て、MIKROSAの機械も扱っています。

この伝統ある会社の起源は1878年に
遡り、最新のKRONOS S、M、L、Dシリーズ
は、精密工作物の生産性の高いセンタレス
研削で有名です。「非常に高い精度を実現
するクロススライドデザインのKRONOS-S
シリーズは、この点で、市場でもユニークな
存在です」と、Schürl氏は言います。また、純
正の製造会社のノウハウを生かした優れた
Rebuildとメンテナンスサービスのおかげで、
顧客はSCHAUDTとMIKROSAの機械を、
より長い間、成功裏に生産し続けることが 
できます。

伝統のある研削
前 進 となる会 社 が 設 立されたの が 1 8 7 8 年 の 
MIKROSA、そして1906年のSCHAUDTは、UNITED 
GRINDING Groupの最古のブランドです。その事業
分野は2021年以降、サービス、コンサルティング、ス
ペアパーツ、Retooling、Rebuildなど、BLOHM JUNG
によって継続されています。顧客にとって、担当者と
通常の高い品質は変わりません。

UNITED GRINDING GROUP INDEPTH
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REBUILDのバリエーションについて語るRALF SCHÜRL氏。 

Rebuild部門には、顧客に合わせた複数のコンセプトがあります。例えば、Rebuild 
@ the customerです：ここでは、顧客の工場で機械のオーバーホールが行われま
す。これはある程度までは可能です。ここゲッピンゲンで実施されるのは、ガイドウ
ェイシステムのオーバーホールなど、より複雑な対策だけです。その際、私たちはロ
ジスティクスで顧客をサポートすることができます。

2つ目のコンセプトは、Second Lifeです。この場合、カスタマーニュートラルな機
械が市場から買い戻され、ゲッピンゲンの当社でオーバーホールされます。この
機械は再び市場に出回ります。お客様は、当社の専門家のサポートにより、フリー
ランプロセスの生産能力を向上させたり、新しいワークのプロセスを開発したり
することができます。

ゲッピンゲンのBLOHM JUNGの技術責任者であるRalf Schürl氏（上部、ゲッピンゲンのRebuildホ
ールの隣）は、彼のチームとともにJUNG、SCHAUDT、MIKROSAの機械のオーバーホールを担当し

ています。写真の下部： 左はMIKROSAのKRONOS S、右はSCHAUDTのCamGrind L2
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私たちが解決策を見つけます!
最高の機械は、止まったときに誰も来なければ役に立ちません。そのため、問題が発生した場合はカス
タマーサービスが迅速かつ適切に対応します。これを可能にしているのは、やる気があり、優れた訓練を
受けた従業員である。「Motion」はそのうちの4人を紹介しています

文章： Markus Huth

「私は顧客との交流や、厄介な問題を解決するのが好きです」
と、Joachim Ceruso氏は言います。今日、ゲッピンゲンにあるBLOHM 
JUNGの経験豊かな技術者は、現在も顧客のもとで使用されている全
てのSCHAUDTの機械の面倒を見ています。Ceruso氏には、1986年
に入社した伝統ある会社において長い歴史があります。SCHAUDTの
事業領域は、MIKROSAの事業領域とともにBLOHM JUNGに移管さ
れ、顧客は通常のサービスとなじみのある担当者に頼ることができま
す。Ceruso氏の仕事には、プロセスエンジニアリングプロジェクト計画、
非円筒・円筒研削加工（カムシャフトなど）の仕上げ、最終検収までの工
程監督、ソフトウェアグループにおける開発調整などが含まれます。「私
は現在、ハンガリーでCamGrind機械の新しいカムへの対応と最適化を
サポートしています」と、彼は報告します。Ceruso氏は、コンバージョン、
リモートメンテナンス、新しいソフトウェアのインストールなど、常にお
客様との話し合いを大切にしています。「同じプロセスは2つと無く、最
終的に良いサービスは信頼に基づいているからです」

「顧客の機械を再稼働させること、それが私の仕事において最高の
気分です」と、Jerry Mason氏は言います。彼は、UNITED GRINDING 
North Americaで円筒研削のカスタマーサービスを担当し、主にアメ
リカとカナダでSTUDERの機械を使用している顧客をサポートしてい
ます。その際、可能な限り迅速に現場に駆けつけられるよう、北米のさ
まざまな場所に拠点を置く9人のテクニカルサービススペシャリストの
チームを統括しています。「技術者たちとの仕事も楽しいし、姉妹会社と
のコミュニケーションも楽しいです。彼らは顧客のために全てを捧げて
います」Mason氏が22年前に同社に入社する以前は、この分野で工業
用建物や商業用建物の電気工事を担当していました。今日、彼の一日
は顧客からの呼び出しへと向かい、受信箱の電子メールを読む前に問
い合わせやサービス報告書を読むことから始まる。「このようなメッセ
ージには、問題を素早く解決してくれたことに対する顧客からの感謝
のメッセージが含まれていることが良くあります」と、Mason氏は報告
し、こう付け加えます。「そのようなメッセージをたくさん受け取るのは、
まったく飽きることはありません」 

「良いサービスは信頼の上に成
り立っています」

「機械を再稼働させること、そ
れは最高の気分です」

JOACHIM CERUSO

役職： BLOHM JUNGのProcess Engineer、ゲッピンゲン

連絡先： Joachim.Ceruso@blohmjung.com

JERRY MASON

役職： UNITED GRINDING North AmericaのCylindrical Service 
Manager、マイアミズバーグ

連絡先： Jerry.Mason@grinding.com
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「この仕事で一番楽しいのは、顧客と接することです」と、Paolo Curcillo 
氏は言います。現在、彼はトゥーンのSTUDERで、彼の地元であるイタ
リアのサービスを担当しています。彼自身、80年台初頭にイタリアから
スイスへと移住してきました。「イタリアの工科大学で電気工学の修士
課程を修了したばかりで、最初はスイスで電気技師として働いていまし
た」と、彼は振り返ります。しかし、1984年には早くもSTUDERで働き始
め、現在ではサービスチームを率いて顧客に優れた技術サポートを提
供しています。彼の業務には、顧客との直接的なコミュニケーション、
見積書の作成、技術サービス業務の迅速かつ解決志向の組織化が含
まれます。彼の一日は、電子メールを読み、顧客に電話をかけること
から始まります。また、もしCurcillo氏に他の電話が入っていてリクエ
ストに応じられない場合は、できるだけ早く折り返し連絡します。つい
最近、電気系統のトラブルで止まっていた研削盤を再稼働させることが
できました。「勤続40年近く、カスタマーサービスに25年携わってきた今
でも、顧客をサポートすることを単純に楽しんでいます」と、Curcillo氏
は言います。「生産マネージャーやオーナーから、生産再開の手助けを
してくれたことへの感謝の電話をもらうと、とてもうれしいものです」

「電話を鳴らし、顧客をサポートできることを楽しみにしています」
と、Petr Baďuřík氏は言います。クージム工場でWALTERのサービス・
コーディネーターを務める彼は、中欧・東欧地域の責任者として、チー
ムとともに500社を超える企業のケアを行っています。技術的な問題に
対して適切なアドバイスと迅速な支援を提供するだけでなく、スペアパ
ーツや付属品の見積もりなども作成します。「電話やインターネットで
遠隔解決策を見つけることができない場合、私はサービス技術者が
お客様を訪問するよう手配します」と、CNC機械を専門とする工業学
校を卒業し、20年近く同社に勤務している彼は報告します。「私の役職
には固定観念がなく、毎日が違っていて、その多様性が好きです」と、彼
は言います。彼にとっては、人間的な側面を常に念頭に置くことが重要
です。機械にトラブルが発生し、ストレスが溜まっているところへ顧客か
ら電話がかかってくることも珍しくありません。「私の仕事は、プロフェッ
ショナルでありながら親身になって彼らとコミュニケーションを取るこ
とです。コールセンターのロボットと話しているような感覚を持つ人は
いないはずです」と、Baďuříkは説明します。「これらの顧客が見本市や
Open Houseで私を探し出し、良い協力をしてくれたことに個人的に感
謝してくれるのは、とても嬉しいことです」

「40年経っても仕事を楽しんで
います」

「プロフェッショナルで親身」

PAOLO CURCILLO

役職： STUDERのRegional-Service責任者、トゥーン

連絡先： Paolo.Curcillo@studer.com

PETR BAĎUŘÍK

役職： WALTERの中欧および東欧のサービスコーディネーター、
クジム
 
連絡先： Petr.Badurik@walter-machines.de
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UNITED GRINDING Groupの設立30周年を記念して、CEOのStephan Nell氏はKörber AGの前取締
役会長のWerner Redeker氏に会いました。その対談は、企業グループのKörber Schleifringが結成さ
れ、そこから今日のUNITED GRINDING Groupが誕生した、ドイツとスイスの工作機械産業が深刻な
危機を迎えた90年代に戻ります。そして、多くのことが変わりつつあるが、驚くほど多くのことが変わ
らない世界におけるグループの未来を指し示しています

全ての始まり

ここでお見せするのは、新ブランドと新マシン・
デザインの立ち上げを記念して当時発表され
た2013年の「Motion」です。Nellさん、覚えて
いますか？
Stephan Nell：ハノーバーで開催されたEMOで
は、この新しい機械のデザインが大々的にお披
露目されました。私たちがグループであること
が初めて外から見えるようになりました。EMO
では、全てのブランドの機械を新しいデザイン
で展示することができました。私たちにとって
は、正しい方向への大きな一歩です。
Werner Redeker：私はまだその雑誌を覚えて
います。当時、私はまだKörberの監査役会長で
した。グループの統一ブランド、結束力の強化
は、私がKörberに在籍していたころ、既に恒久
的な焦点となっていました。
Nell：その間に、多くのことが変わりました。各
ブランドは多くのプロジェクトで協力していま
す。私たちは多くの分野でブランド横断的なワ
ーキンググループを導入しています。協業する
ことを優先し、競争ではなく協力です。その好例
が、私たちの新しいユーザーインターフェイス
であるC.O.R.E. OSです。緊密な協力が無かっ
たら、それは不可能だったでしょう。また、営業、
マーケティング、財務、生産つまり私たちの製造
コンセプト、その他多くの分野においても、私た
ちはともに多くのことを成し遂げています。しか
し、私たちはまだその域には達していません。
Redeker： 言っておきますが、何事も100パーセ
ントを達成することはできません…

Redekerさん、あなたは1979年に開発エンジ
ニアとしてKörberに入社しました。
Redeker：Eberhard Reuther氏との面接は今で
も覚えています。まず、彼はHAUNIを案内してく
れました。当時、HAUNIは既に模範的な事業で

文章： Michael Hopp
写真： David Maupile

した。最新鋭の機械設備を備えた製造技術のメ
ッカです。そして、私たちは通りの向こう側に行
きました。通りの向かいにはBLOHMがありまし
た。昼と夜のようなコントラストです。Eberhard 
Reuther氏は、は私にBLOHMの将来計画を説
明し、そこで始めるよう説得しました。そして、彼
が説明したとおり、それはやって来ました。さら
には良いものが...

ドイツの首相Helmut Schmidt氏は、BLOHM

やSCHAUDTのような企業の買収にどのよう
な役割を果たしましたか？
Redeker：ベルゲドルフはHAUNIとBLOHM
の所在地で、Schmidt氏の選挙区でした。そし
て、Schmidt氏は友人のKörberにBLOHMを
引き継ぐよう依頼しました。しかし、Körberは
当初、成長する事業に必要な従業員を雇うこ
とだけを考えていました。しかし、彼は同時に
工作機械市場の将来についての研究も行って
いました。BLOHMは当時、タービン業界向け
に有名なダブルヘッドマシンを所有していまし
た。それは興味深いものでした。
Nell： それは今でも販売しています…
Redeker： … それが、BLOHMを工作機械会
社として存続させるきっかけの一つになりまし
た。Eberhard Reuther氏は買収を組織し、買収
後すぐに事業部長に就任しました。技術者では
なかった彼は、技術分野にも深く入り込み、精
力的にBLOHMの再建に着手しました。彼と会
ったのはその時でした。

当時の東ドイツのSchle i f r ing社、例えば 
MIKROSAにはどのように関与したのですか？
Redeker：1989年の再統一以来、東ドイツの
企業は信託統治の管理下に置かれていまし
た。Reuther氏自身もライプツィヒ出身です。当
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1992年、Körber AGはドイツとスイスの別々の工作機械・研削盤会社を統合し、30年前の1993年にKörber  
Schleifringを設立しました。2013年、グループはKörber AGから分離独立し、UNITED GRINDINGと改名しました。 

Stephan Nell氏は、それ以前の2012年に既にCEOに就任していました。彼は今回のインタビューのために、 
Werner Redeker氏に会いました。Redeker氏は90年代当時のKörber取締役会長であったEberhard Reuther氏が

Schleifringを設立するのをサポートし、2000年にKörber AGの取締役会長に就任しました
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時、Helmut Schmidt氏は既にKörberの監査役
会のメンバーでした。1992年のEMOで、彼は私
たちのBLOHMとSCHAUDTのブースを見て、
私を抱きしめました。今後3年間、東ドイツの3
社を閉鎖することはないでしょう!そして、私た
ちは東ドイツのSchleifringも引き受けました。
その間、私たちは懸命に戦いました。私はいつ
も言ってきました。BLOHMとSCHAUDTとその
東ドイツの3社だけは、残酷なほど上手くいか
ないと。決断はそれからでした。工作機械から
手を引くか、正しくやるかでした。

その決定がどのようなものであったかは分か
っています。
Redeker：私たちは多くの研削盤メーカーに
参加を呼びかけ、多くの企業が関心を示してく
れました。驚いたことに、スイスのSTUDER社
とMÄGERLEもそうした企業でした。最初の会
話は今でも覚えています。2人の経営者は大成
功を収めましたが、性格は異なっていました。
Nell：オーナーも同様です：一人は有名なスイ
ス人投資家で、もう一人は建築家であり芸術愛
好家である。「The Art of Grinding.」という謳い
文句はここから来ています。 
Redeker：全ての話し合いが前向きに進んだと
き、Schleifring を別部門として設立しなければ
ならないことは明らかでした。以前のHAUNIと
はまったく違う事業でした。競争は非常に激し
く、国際的な顧客層は非常に異質です。
  
90年代初頭、当時の危機はどれほど深かった
のですか？ 

Redeker： 経済は世界的に低迷していまし
た。自動車やタービンのような産業はもはや
投資をしていませんでした。例えば、この半年
間、SCHAUDTに引き合いの話はなく、したが
って一つの注文もありませんでした。持ち株比
率が低いため、あるいはオーナーが諦めたた
めに、消滅してしまった企業もあります。東ドイ
ツの企業の多くは、ロシアとの良好なつなが
りによってこの市場が復活すると信じていまし
た。そんなことはあり得ません!危機の最中でも
黒字経営を続けていたMÄGERLEとSTUDER 
にはリスクはありませんでした。しかし、私たち
の新しいSchleifringグループの他の企業は、
私たちや他の投資家なしには存続できなかっ
たでしょう。

Nellさんは、この危機の最中にキャリアをスタ
ートさせたのですか？ 

Nell： まあ、2002年に始めたばかりです。しか
し、私は危機を知っているし、それは工作機械
事業にとって普通のことです。7年ごとにプラス
マイナスで景気後退に見舞われる不安定な業
界です。私の友人には、売上が5％落ちると文句
を言う食品業界の人間がいます。それはまった

く気になりません。それに対処する術を身につ
け、下降抵抗力のようなものを身に付けなけれ
ばなりません。最高の売上から30パーセント落
ちたらどうなるかを常に知っておく必要があり
ます。具体的には何ですか？どのような措置が、
いつから実施されますか？ルールはただ一つで
す。正社員の解雇は認められません。目標はチ
ームを維持することです。その後、事態が再び好
転することも明らかだからです。その後、人材が
いれば、成功するだけです。
Redeker： 当時はSchleifringに十分な受注が
ありませんでした。ただ単に、少ない仕事に対
して人数が多すぎたのです。ドイツの企業は
法規制により、迅速に適応することができず、
それに私たちKörberは常に解雇に苦労してき
ました。スイスではメンタリティがまったく違っ
ていました。人員削減にもかかわらず、企業内
の人々の満足度はドイツよりはるかに高いも
のでした。そこで彼らは、再び状況が好転すれ
ば、すぐに必要とされ、また雇われることを知
っていました。1994年以降もそうでした。しか
し、その時には既に多くのドイツ企業が姿を消
していました。
Nell：私たちは過去20年間、あらゆる危機の後
に市場シェアを拡大してきました。なぜなら、グ
ループには力があり、人材がいたからです。とい
うのも、大口の注文には融資が必要無く、資材
の発注も早かったからです。私たちが負けるの
は、注目点が価格だけになった場合です。競合
他社が自暴自棄になって行うような価格競争
には参加しません。何故なら、私が売るものに
は価値があり、たとえ市場がうまくいっていな
くても価値があるからです。 
R e d e k e r：しかし、商 品 も 必 要 です。当
時、Körberに買収される前のBLOHMは、20年
から30年にわたり標準的な機械に頼っていま
したが、それ以上の発展はありませんでした。そ
して、新しい開発もほとんどありませんでした。
売上は継続的に減少し、その間に、平面研削盤
とプロファイル研削盤にとって重要なタービン
産業での競争は大きく進展しました。Körberに
買収された時は、Eberhard Reuther氏がリード
し、業界に素早く追いつき、ライバルを追い越そ
うとしている時期でした。
Nell：今日のUNITED GRINDING Groupでは、
景気に関係なく、毎年同じ額を研究開発に投
資しています。この方針は、Körber時代から続
けています。なぜなら、開発にお金をかけない
言い訳は常にあるからです。景気が悪いときに
は、お金がありません。一方で、景気が良く忙し
いときには、時間がありません。それが行き着く
と、時代遅れの製品群となります。私たちは、顧
客が競合他社の機械よりも私たちの機械でよ
り多くの利益を得てこそ、新規顧客を納得させ
ることができるのです。だからこそ、継続的な投
資が必要です。もちろん、結果を最適化すること

対談
WERNER REDEKER
Werner Redeker氏は1947年、ノルトライン＝ヴ
ェストファーレン州ステムヴェーデで生まれまし
た。1967年からブラウンシュヴァイク工科大学で機
械工学を学び、1972年からは助手として同大学に
在籍しました。1979年、工学博士号を持つRedeker
氏は、Körber AGのHAUNIプラントの開発エンジニ
アとしてEberhard Reuther氏に雇われます。1989
年にBlohm Maschinenbau GmbHの経営者、1992
年にKörber AGの取締役会メンバー、2000年に 
Körber AGの取締役会長およびKörber財団の評議
委員会メンバーを経て、2009年に監査役会に移り
ました。Redeker氏は、2016年から退任しています。

STEPHAN NELL
Stephan Nell氏は、2012年から最高経営責任者と
してUNITED GRINDINGグループのグローバルビ
ジネスの責任者を務めています。2003年に欧州のセ
ールスマネージャーとしてSTUDERに入社し、2007
年から2011年までは同社の取締役会会長を務め
ました。
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対談では、Werner Redeker氏とStephan Nell氏がグループの30年の歴史について語ります。90年代にKörber AGが、 
当時危機に瀕していた工作機械と研削盤の会社を買収し、持続力と企業家としての先見性をもって再建しなければ、 

今日のUNITED GRINDING Groupは存在しなかったというのが、一般的な意見です

「私たちの業界は不安定で
す。重要なのは、それに対処す
る方法を学び、不況に対する
抵抗力のようなものを身につ
けることです」 
Stephan Nell

「グループの利点は、各社の
背後に強力な親会社がある
ことです。それは危機の際に
もにも役立ちます」 
Werner Redeker
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は可能ですが、決して本質を犠牲にしてはなり
ません。そしてもう一つ。工作機械はこれからも
存在し続けます。人間が移動し、生活し、物理的
に処理できるものを扱う限り。
Redeker：工作機械産業は全ての機械の母で
あると言われます。
Nell：これは非常に長いサイクルのビジネスで
す。売上利益率を10分の2引き上げるという問
題ではありません。これは長期的なビジネスで
あり、そうやって運営していきたいと思います。
責任をもって。

新しいトピックSchleifringグループは既に国際
的な事業展開をはじめており、今日、UNITED 

GRINDING Groupは、売上の半分以上を欧州
以外で上げています。何が継続され、何が変わ
ったのでしょうか？
Redeker：BLOHMとSCHAUDTで、私たちは既
にアメリカと中国、そしてある程度日本にも主
要な顧客を持っていました。ただ、それらの現
地における私たちの存在感は、規模が小さい
ために薄いものでした。その後、STUDERが加
わりまし。STUDERはすでに世界中に子会社や
代理店を持っていました。そこで私たちは、アメ

リカや中国でのプレゼンスを拡大する余裕が出
てきました。現地担当者、現地サービス。当時、
私たちはアメリカでの名称を見つけるのに苦
労していました。その際、UNITED GRINDING 
Technologiesというのが出てきました。そして
それがUNITED GRINDING GROUPとなりま
した。それはとても嬉しいことです。
Nell：当時、私たちは国際的なビジネスを展開
するヨーロッパ企業でしたが、今ではより国際
的なグループになっています。今日、UNITED 
GRINDING North Americaに足を踏み入れ
た人は、ドイツやスイスの会社の支店ではな
く、アメリカの会社だと感じることでしょう。中
国でもよく似ています。今日、私たちが議論し
ていることの多くは、過去に着手されたもので
す。そして私たちは、実際に素晴らしい進歩を
遂げました。

その理由の一つは、Körber Schleifringと
UNITED GRINDING Groupの両方が、別々
に運営されるグループとしてまとまるという
考えに基づいていることです。具体的なメリッ
トは何ですか？
Redeker：端的に言えば、どの企業もどのブラン

ドも、強力な親会社に支えられているというこ
とです。例えば、私たちが危機的状況におかれ
ても、常に顧客へのサービスを提供できます。
また、国際的な事業展開にも有利です。各企業
が全ての資金を自前で用意することなく、販売
やサービスのために自前の支店を開設する余
裕があります。
Nell：また、さまざまな会社は、ビジネスサイク
ルの異なる顧客や業界を持つことになります。
その結果、グループ全体の景気サイクル変動を
緩やかにします。デジタル化は、グループとして
現在取り組んでいる有益なトピックです。グルー
プの規模が大きく、より多くの人と協力できるこ
とは、より多くのノウハウやより優れたソフトを
開発できるという点で有利です。

企業がグループ化されることにまったく乗り気
でない状況もあるのではないでしょうか？
Redeker：もちろん、個々の企業の経営者の健
全なエゴイズムもあります。こうしたエゴイズム
には健全な面もありますが、シナジー効果を高
める妨げになる面もあります。
Nell：彼らが熱中するのは、さらなるメリットが
明らかになってからです。

「当時との違いは、以前はヨーロ
ッパ企業として国際的なビジネス
を展開していました。現在、私たち
は国際的なグループです」
Stephan Nell

「BLOHMとSCHAUDTは既に
米国と中国に大口顧客を抱
えていましたが、私たちの存
在感は薄いものでした」 
Werner Redeker
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「これが、今日のグループが誕
生した背景です」 
Stephan Nell

Redeker：もうひとつ、今日のグループの発展に
とって重要だったのは、Körber AGとKörber財
団が先に財団法人として統合されていたこと
です。何故なら、このような構造は家族経営に
似ており、長期的な視野で考え、利益を社内に
留めることができるからです。そして、経営陣も
従業員も、自分たちは社会に何か役に立つこと
をしていると感じることができます。
Nell：これが、今日のグループが誕生した背景
です。

「1993年当時、これ程多
くの企業をまとめようと
する人は他にいなかった
と思います」 
Werner Redeker

R e d e k e r：その 財 団 が なけ れ ば、今 日 の 
UNITED GRINDING Groupは存在していませ
ん。私は、1993年当時、ほとんど全てが苦境に
立たされていたこれほど多くの企業をまとめ、
東ドイツの企業も買収しようという人は他にい
なかったと思います。それらは購入価格がマイ
ナス、つまり補助金付きで購入されたものです。
しかし、補助金で生活できるのは2、3年で、長期
的には無理です。いつかは地に足をつけなけら
ばならない。それができるのは、明日や明後日の
ことだけを考えるのではなく、長期的な視野で
物事を考える企業や投資家グループだけです。 
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計画から 完了まで

UNITED GRINDING Chinaのプロジェクトエンジニア
のChen Songchuan氏と彼のチームは、顧客のために

機械を計画し、構成します

「顧客との直接的なコミュニケーションが私の最優先事項です。そ
れによってプロセスや計画を彼らの希望や要求と一致させることが
できる唯一の方法だからです」と、Songchuan氏は言います。このプ
ロジェクトエンジニアはUNITED GRINDING Chinaで16年間勤務し
ており、上海の拠点から9人のチームを率いて顧客をサポートしてい
ます。彼の業務には、プリセールスサポートと計画サポートが含まれ
ます。鎮江にある有名な江蘇大学を卒業した彼は、15年以上の専門
的な年月の中で、噴射ポンプ部品の機械加工と噴射システムの組
み立てに関する総合的な専門知識を身につけることができました。
彼の一日は、顧客からの問い合わせや電話を読み、それに答えるこ
とから始まります。現在、STUDER研削盤を4台所有している顧客に
代わって、そこで生産される工作物に最適な機械構成を開発してい
ます。さらに、彼と彼のチームは現在、最新世代のKC33機械の納入
を準備しています。顧客先での試運転と完成証明書の発行には平
均10日かかるとSongchuan氏は説明し、こう付け加えます。「これ
は最も美しい瞬間のひとつです。多くのお客さまが私たちに温かく
感謝してくださるからです」

連絡先：
Chen.Songchuan@grinding.cn

09:00
直接的なコミュニケーション

Songchuan氏の一日は、電子メールを選別し、 
顧客の質問に答えることから始まります

文章： Markus Huth 
写真： Qilai Shen
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11:30
道中 
顧客が要求の迅速な実現を必要とし
ており、Songchuan氏はオフィスへ向
かう途中、営業部門に電話をかけ、可
能な限り最善の方法で調整します 12:00

会議  
プロダクトマネージャーのLiu Bing氏（左）、アプリケーシ
ョンエンジニアのJiang Bo氏とともに、営業部門に提出

する前に工程計画を更新します

10:45
品質  
工程計画が非常に複雑な
ため、彼は品質管理部のShi 
Yalin氏に相談します

10:00
個別の構成
開発部のLiu Dongliang氏と一緒に、顧客
の工程計画とワーク図面を見ます。こうす
ることで、機械を最適に構成し、適応させ
ることができます

「顧客との直接的なコミュ
ニケーションのおかげで、
あらゆる希望を正確に実現
することができます」
Chen Songchuan
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15:30
事前検査
このプロジェクト機械での社内検査には、研
削後の最初の工作物の測定が含まれます

13:30
倉庫で
Songchuan氏は倉庫から
材料と付属品を取り出し、
現在のプロジェクト機械に
取り付けます

14:45
機能試験  
アプリケーションエンジニアのHou Keke氏
とともに、プロジェクト機への付属品の取り
付けと機能試験を実施します

17:00
最後のチェック 
Songchuan氏は、帰
宅前にメールをチェッ
クするため、オフィス
に戻る途中でした
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TOOLS  
TECHNOLOGY

UNITED GRINDING GROUPの最新情報

センター間を固定した
状態のシャフト部品向
けのダブルグリッパー
を搭載したSTUDERユ
ニバーサルローディン
グシステムinsertLoad
の詳細な写真

 目次
32  STUDER 

新しいユニバーサルローダーinsertLoad。 
円筒研削盤S33とS31用ローダー

33  BLOHM JUNG 
PLANOMAT XT 408用縦型研削配置

34  MÄGERLE 
この種の製品では最大のMFP 330

35  WALTER 
レーザーコンターチェック用HELITRONIC 
TOOL STUDIO 3.5の新ソフトウェア機能

35  新しいカスタマーポータル  
UNITED GRINDING Groupの顧客は、 
メーカーに依存しないカスタマーポータ 
ルをご利用いただけます
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新しいユニバーサルロー
ディングシステム

新しい自動化ソリューション
insertLoadを搭載したCNC
ユニバーサル外径円筒研削盤S31

新しいローディングシステムであるinsertLoadは、両センターやチャック部
への部品搬入出ができるユニバーサルな自動化ソリューションを、円筒研
削盤S33とS31で提供します

新しいユニバーサルオートメーションは、CNC
ユニバーサル円筒研削盤S33とS31のローディ
ングとアンローディングを容易にします。これま
では、その自動化にはカスタマイズされたロー
ダーが必要でした。新しい標準化されたローデ
ィングシステムは、縦方向でも横方向でもワー
クを扱うことができ、その設計により、ユーザー
自身がセンターやチャックを簡単に設定するこ
とができます。プログラミング中は、セットアップ
アシスタントがわかりやすい画面を通じてサポ
ートするため、プログラミングの知識は必要あ
りません。

S33とS31は、単品生産、少量生産、大量生
産における小物から大物工作物までの最適な
研削ソリューションです。両機ともセンター幅は
400～1,600ミリメートル、センター高さは175ミ
リメートルです。insertLoad は、両センターで最
大1,000ミリメートルまでのものを扱うことがで

利点の概要 

	 	経済的な標準ソリューション
	 	ユニバーサルユース
	 	セットアップアシスタントによる操作
	 	センター間またはチャックでのローディング
	 	機械設計への完全統合

き、STUDERの標準化された自動化システムの
ギャップを埋めることができます。	ワークの長さ
は最大100 mm、重量は交互運転で1.5 kg、単
独運転で5	kgまで対応できます。

高い柔軟性  
ローダーは、形状、サイズ、それぞれの研削作業
に必要な時間などの点で非常に柔軟性がある
ため、その自律性は、ワークの引き出しの容量
と同様に変化します。オペレーターが介入しな
い時間は、通常30分から1時間の間です。ワー
クのローディングとアンローディングはFanuc
のロボットによって行われ、ロボットは直線軸
を介してローダーと機械の作業エリアの間を
往復します。
開発の重要な要因は、研削油を使用する

研削工程の安全性でもありました。ローディン
グハッチは、オートメーションソリューションの

ローディングスペースと機械の作業スペースを
分離します。これにより、研削油を使用する工程
での炎の侵入を防ぐことができます。同時に、ソ
フトウエアと安全スイッチにより、万一の失火
の際にもオペレーターが危険にさらされるこ
とはありません。STUDERは、EMOハノーバー
2023で初めて、新しいinsertLoadローディング
システムを国際的な業界関係者に発表します。

連絡先：
Daniel.Schafroth@studer.com
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より正確に、 
より生産的に
BLOHM JUNGは、油圧モーターステーターの内
面加工用に、PLANOMAT XT 408に縦型研削装
置と自動化ソリューションを装備しました

PLANOMAT XT 408には、 
新しい縦型研削配置があります

より均一なストック配分、より高い送り速度、より短いサイクルタイム、研
削スピンドルベルトへのストレスの軽減：PLANOMAT XT 408の新しい
縦型研削配置は、油圧モーター用ステーターを加工する際に多くの利
点を提供します。また、クイッククランプ装置により、研削アームの交換
が簡単かつ迅速に行えます。スピンドルアーム、研削砥石、ドレッシング
ローラー、ワーククランプ装置を交換することで、異なるステーターバリ
エーションに変更するのに要する時間は約30分です。その結果、正確性
が高まり、生産性が向上します。
縦型研削配置は、特別なスピンドルを必要とせず、標準スピンドルと

追加モーターを使用し、対応するベルトトランスミッションを介して長寿
命CBN砥石の速度を実現します。また、スピンドルやモーターを別途冷
却する必要もありません。砥石のドレッシングは機械内で行われ、通常は
5～6回の工程ごとに行われます。ドレッシングローラーに正確にプロファ
イルを当てるために、研削アームと機械の熱経路は、Samsomaticエアー
インパクト測定システムを使って作業領域で記録されます。

独自の自動化ソリューション
この目的のために特別に開発された新しい自動化ソリューションは、生
産性の向上にも貢献しています。ロボットグリッパーがバッファマガジン
から研磨するステーターパックをピックアップし、機械の右側にあるサ
イドドアから作業エリアにローディングします。完成したパッケージは機

テクニカルデータ 

   オートメーションを含む設置面積約6,500 x 2,200 mm

   研削長/ワークパッケージ高さ： 最大130 mm

   砥石周速： 最大80 m/s
   研削出力： 最大約7 kW

   クイックチェンジインターフェースが 
変更時間を短縮
   1本または2本の研削アーム
   バッファーマガジンによるオートメーション

械から排出され、ベルトコンベア上に置かれます。現在のところ、オート
メーションは独立して1時間まで作動できるため、ユーザーは他の作業
に時間を割くことができます。BLOHM JUNGは、EMOハノーバー2023
において、バッファーマガジンオートローディングを備えたPLANOMAT 
XT 408の2アームタイプで、新システムが実際にどのように機能するか
を初めて実演します。 

連絡先：
Johannes.Muecke@blohmjung.com

新しい縦型研削
配置は、油圧モ
ーターのステー
ター加工に多く
の利点をもたら
します
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研削範囲は3.3メート
ルで、これまでの複合
機では最大です 

MFP 330の平面図はこの
ようになっています

MÄGERLEのMFP機は、連続運転で大きなワー
クを正確に研削します。振り子方式による平
面研削だけでなく、クリープフィード研削やプ
ロファイル研削用の堅牢に設計されたシステ
ムはモジュール式になっています。基本的なモ
ジュールシステムは、ワークに特化した構成の
ために、さまざまなテーブル長、垂直ストロー
ク、追加軸、特殊コンポーネントを提供します。

このシリーズの特殊な可変性を示す最新
の例が、MÄGERLEが顧客の依頼によって実現
したMFP 330です。本機の研削エリアは3,300
ミリメートル、テーブル幅は750ミリメートルで
す。これは、この種の機械として実現された史
上最大のものです。 

MFP 330は、林業、造園、ガーデニング、建
設分野向けの動力駆動機器を製造する大手メ
ーカー用に特別に製造されました。長尺機は、
ガイドウェイや射出成形金型のような長い工作
機械部品の研削に適しており、ガントリーマシ
ンに代わる経済的な機械です。しかし、特殊工
具もこれで経済的に加工できます。「MFP 330
のような機械で、私たちは特に困難なニッチ市
場に対応しています」と、MÄGERLEの製品マネ
ージャー、Viktor Ruh氏は説明します。

特に強力
特殊な作業を最適にこなすため、MFP 330は
特に強力な研削スピンドル（115 kW）と、それ
に対応する大きな砥石（600 mm x 300 mm）を
備えています。ワークの形状に合わせたドレッシ
ングは、テーブルドレッサーによって機械内で行
われます。高い研削力に耐えるためには、特別
なクランプ装置が必要でした。機械同様、MFP 
330の冷却剤洗浄装置も異常に大きいです。そ
れは10,000リットルのタンクを持ち、研削工程
では毎分780リットルの抽出出力を達成します。

連絡先：
Viktor.Ruh@maegerle.com

テクニカルデータ
  テーブルのサイズと研削面積：3,300 x 750 mm

  設定可能な研削スピンドル出力： 
25、50、75、115 kW

  最大砥石寸法：Ø 600 mm x 幅300 mm 

  冷却剤洗浄装置を含む設置面積：  

約13 x 4.5 m

  10,000リットルタンク付き冷却剤洗浄装置
  研削工程の冷却のための780 l/minの抽出出力

この種で最大
MÄGERLEのMFP 330は、この
種の機械としては過去最大のも
のです
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レーザーコンターチェックの新機能�
EMOハノーバー2023で、WALTERはHELITRONIC TOOL  
STUDIO 3.5のインテリジェントな非接触測定システム用の新しい
ソフトウェア機能を紹介します

Transaction-Networkの 
画面はこのようになって
いますUNITED GRINDINGの顧客は、Transaction-

Networkの顧客ポータルを通じて、スペアパ
ーツの注文、サービスチケットの解決、機械フ
ァイルのメンテナンスを、これまで以上に迅
速かつ簡単に行うことができるようになりま
す。Transaction-Networkが開発したツールは
非常に説得力があり、ライセンス供与以上に
会社の株式が取得されました。Software-as-
a-Serviceソリューションとしてのデジタルプラ
ットフォームは、標準化されたインターフェイス
を通じて、After-Sales-Serviceのデジタル化を
簡単、迅速、安価に実現します。

「メーカーに依存しないカスタマーポータ
ルは、統一されたログインやユーザーインター
フェースなど、多くの利点をユーザーに提供し

ワーク加工ソフトウェアHELITRONIC TOOL STUDIO 3.5の新リリースでは、レーザーコンターチ
ェックソフトウェアモジュールがさらに強力になりました。マウスを数回クリックするだけで、測定
操作をプログラムに追加できます。レーザー加工はワークコンターにリンクし、測定中に対応す
る研削エッジを自動的に追従し、希望および実際のコンターの比較を行います。偏差が指定され
た公差範囲外にある場合、ソフトウェアは完全に自動的に補正を開始し、その結果、後続の部品
が再び公差内に収まるようにします。目的は、くず部品の削減です。

レーザーによる非接触工具測定は、高速で工具の損傷を防ぎます。EMOハノーバーで発表さ
れた新しいソフトウェアモジュールでは、特に接線方向に接続されたコンターを補正できます。さ
らに、全ての補正は、グラフと表形式の両方で、明確な測定レポートに表示されます。

連絡先：
Andreas.Nowack@walter-machines.de

ます」と、UNITED GRINDING GroupのGlobal 
Head of Business Development and Custo-
mer CareのPaul Kösslは言います。このポータ
ルによって、顧客は全ての重要なマスターデー
タ、文書、機械の履歴にアクセスできるようにな
ります。UNITED GRINDINGの顧客にとって、新
しい顧客ポータルが社内のSAPシステムとも
ネットワーク化され、手動機械を自分のアカウ
ントで管理できるようになることは特に実用的
です。つまり、アナログ研削盤にも、適切な操作
説明書、文書、部品・スペアパーツリストが自動
的に提供されます。

連絡先：
Paul.Koessl@grinding.ch

WALTERの工具研削盤における
測定システムのレーザーコンタ
ーチェック

TRANSACTION-NETWORK 
UNITED GRINDING Group、デジタルソリュー 
ションの機能拡張のためプラットフォーム提供 
者の株式を取得
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可能性の

UNITED GRINDING Groupは、30年にわたり世界中の顧客の成功をサポートしてきました。
このことは、製造業が研削盤市場において大きな可能性を秘めながらも、地元企業が国際的

な競争相手との競争にしばしば困難を感じているメキシコにも当てはまります

文章： Markus Huth

Antonio Mendoza氏（上、グアダラハラ大聖堂の隣）は、食品、衛生、医療、エレクトロニクス、自動車、航空宇宙などの大規模産業向
けの高性能熱可塑性プラスチック射出成形金型で国際的に成功を収めているMoldes MendozaのCEOです。UNITED GRINDING 

North AmericaのCEOであるMarkus Stolmar氏（下）は、彼の顧客であることを誇りに思っています

グアダラハラ

メキシコ

メキシコシティ

サンティアゴ・デ・ケ
レタロロ 

UNITED GRINDING GROUP INTERNATIONAL
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v v

土地

新しいSTUDER機について語るAnton io  
Mendozas氏の声には誇りと熱意がこもってい
ます。メキシコにとって、その歴史は典型的であ
ると同時に驚異的でもあります。Mendoza氏の
同胞の多くがそうであるように、彼の父親もか
つて、より良い生活を求めて隣国アメリカに移
住しました。彼はそこで厨房の助手や臨時の仕
事をこなしながら、やがて金属加工会社でチャ
ンスをつかみます。多くの勤勉さと膨大な学習
能力によって、彼は航空宇宙産業用の金属部
品を高精度で製造できる研削技術の達人とし
て引っ張りだこになり、やがて自分のビジネス
を成功させ、家庭を持つようになりました。しか
し、Mendoza一家にとっては、ほとんどの人々
にとって良い結末であったかもしれませんが、
始まりに過ぎませんでした。
「ある日、父は母国メキシコに戻り、そこで

事業を始めようと決めた」と、Mendoza氏は言
います。こうして1972年、Moldes Mendozaが
誕生しました。同社は今日、メキシコにおける
高性能熱可塑性プラスチック射出成形用金型
のマーケット・リーダーであり、自動車、航空宇
宙、エレクトロニクス分野を含む国際的な顧

客にも製品を供給しています。しかし、主な事
業は、衛生用品や医療用品、食品容器、その他
の日用品用の蓋やキャップです。「誰もが恐らく
弊社の工具によって製造されたものを毎日手
にしています」と、ティーンエージャーの頃に父
親を手伝い、幼い頃に父親から技術を学んだ
Antonio Mendoza氏は言います。 
現在では、彼自身がCEOとなり、Moldes 

Mendozaの成功の責任者となっています。そ
の成功には特に、STUDER社製のCNC複合円
筒研削盤S33を導入した機械パークの近代化
が挙げられます。

外国企業が優勢
60人ほどの従業員を抱えるMoldes Mendoza
は、完全にメキシコ人経営の会社であり、それ
こそがこのサクセスストーリーをメキシコにと
って例外的なものにしています。これは、製造業
が主に外国企業に支配されているためです。地
図を見れば、人口1億2,600万人のこの国の何
が国際企業にとって興味深いかが分かります。
北米と南米の架け橋であり、世界最大の工業国
（アメリカ）の直接の隣国であり、大西洋と太

平洋にある深海港のおかげで世界のサプライ
チェーンシステムにうまく組み込まれています。
加えて、世界で最も開かれた市場の一つでもあ
ります。同国は米国、カナダ、欧州連合（EU）、日
本、多数の南米諸国など約50カ国と13の自由
貿易協定を結んでいます。
「研削・工作機械メーカーである弊

社にとって、メキシコは既に重要な市場で
あり、大きな可能性を秘めています」と、 
UNITED GRINDING North AmericaのCEOの
Markus Stolmar氏は言います。Association for 
Manufacturing Technology （AMT）の数字に
よると、2022年には約1億5,800万米ドル相
当の研削盤が輸入されました。GDPが約1兆
4,100億米ドルのメキシコは、2022年には世
界第15位にランクされ、自動車、航空宇宙、エ
ネルギー、エレクトロニクスなどの大規模な産
業が確立されています。 
さらに、この国の人口は非常に若く、将来

の労働市場に有望な見通しをもたらしており、
多くの先進国が高齢化社会であるのとは対照
的です。

メキシコは風光明媚な多様性、重要な歴史、最先
端の製造業を兼ね備えています。写真は（左から）
テオティワカンの太陽のピラミッド、メキシコシティ
の独立記念塔、レアル・デ・カトルセの歴史的コロ
ニアル都市、ソノラのFord自動車工場
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産業の中心で
2014年以降、UNITED GRINDINGはメキ
シコに自社拠点を構え、現在4名のサービ
ス技術者と顧客マネージャーを擁していま
す。UNITED GRINDING MexicoのManaging 
Director、German Gordillo氏が説明するよう
に、この工場はメキシコの中心部にある有名
なUNESCO世界遺産の街、サンティアゴ・デ・
ケレタロにあり、重要でダイナミックな工業地
帯の中心に位置しています。大手自動車会社
や航空宇宙会社は、ここか近隣の州に工場
を構えています。例えば、Volkswagenはプエ
ブラにメキシコ最大の自動車工場を持ち、約
13,000人の従業員を抱えています。また、高速
道路や国際空港のおかげで、米国と国境を接
する北部へのアクセスも容易で、金属部品製
造のためのほとんどの生産拠点がここにあり
ます。そして西には、多くのハイテク企業がある
ことからメキシコのシリコンバレーと見なされ
るグアダラハラを州都とするハリスコ州などが
あります。

能力とパーソナルコミュニケーション
Moldes Mendozaもグアダラハラにおり、既
にここでGerman Gordillos氏のチームの訪
問を受けています。「一方では、メキシコの顧
客は非常に有能なサービスを期待していま
す。他方では、ラテンアメリカの文化におい
て個人的な接触や直接的なコミュニケーシ
ョンが重視されます」と、彼は言います。しか
し、一体何故Antonio Mendoza氏は約一年

前にUNITED GRINDINGの新装置の購入
を決断したのでしょうか？「父はいつも使っ
ていた手動の円筒研削盤で仕事をするのを
好んでいました。彼は円筒研削盤の本当の
達人であり、高い正確性を達成できました」
と、Antonio Mendoza氏は言います。しかし、
彼の引退にともない、これらの技術に代わる
ものがいなくなったため、技術的に先進的で操
作しやすい新しいシステムの導入が決定され
ました。「私はTITANS of CNCのファンであり、 
STUDERを使って、成し遂げられることに非
常に感銘を受けました。私は投資に当たって、
汎用性があり、信頼性の高いサービスを提供

する、将来性のある最高の機械を求めていま
した」と、CEOはS33を選んだ理由について言
います。 

このおかげで、彼の従業員は、わずかな導
入期間を経て、マイクロメートル単位の精度
の部品を確実に製造できるようになりました。
生産全体がより速く、より効率的に、より安くな
り、以前は社外で作らなければならなかった部
品も、今では社内で直接作られるようになった
と、Mendozaは言います。「この機械は、私たち
のビジネスにまったく新しい可能性を開きます。
私はそれによってメキシコにおける将来の成功
を確信しています」

「この機械は、私たちのビジネスにまったく
新しい可能性を開きます」

Antonio Mendoza氏、Moldes Mendoza CEO 

連邦首都サンティアゴ・デ・ケレタ
ロは、German Gordillo氏が率いる
UNITED GRINDING Mexicoの所
在地です。UNESCO世界遺産に登
録されている重要な文化都市です。
有名な先住民の像が市の中心部に
あります
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UNITED GRINDING GROUP INNOVATION

THE MACHINE 
IS THE STAR!
The machines of the UNITED GRINDING 
Group will appear in an exciting new 
design in future, which will apply for 
all brands in the Group. 
The creation was by no means based 
on purely aesthetic criteria. The criteria 
of operability, ergonomics and service 
friendliness were even more important 
than beauty in the design process

IT IS THE WORLD’S LARGEST trade fair for metalworking: at EMO in Han-
nover this autumn, the UNITED GRINDING Group not only present-
ed new machines – but also an innovative design, which will apply 
for the entire Group in future. “For us, design is not an end in itself. 
It’s more a matter of trying to communicate the inner values of a 
product or brand externally through the design”, explains designer 
Dominic Schindler. His company, Dominic Schindler Creations 
GmbH, based in Austrian Lauterach near Bregenz on Lake Con-
stance, has created the new “out t” for the machines in collabora-
tion with the UNITED GRINDING Group. This multiple award-win-
ning creative agency is clearly committed to the importance of 
design, particularly in areas where it is generally believed to be less 
important: “The most perfect possible functioning is the basic pre-
requisite for every product in machine tools, without limitation. But 
we have to offer the customer an added value which also speaks to 
him personally”, says Dominic Schindler. 
 All machines manufactured by the brands of the UNITED 
 GRINDING Group will be designed in accordance with the new 
guidelines: “The direction of the design will fundamentally be the 
same across the entire Group”, con rms Sandro Bottazzo, Head of 
Business Development & Marketing. “However, the machines of the 
 various technology groups are distinguished from each other by 
characteristic formal elements: STUDER, SCHAUDT and MIKROSA 
cylindrical grinding machines are characterized by the dynamic belt 
area, which opens towards the machine sides. BLOHM, JUNG and 
MÄGERLE surface and pro le grinding machines are given their un-
mistakable appearance by the V-shaped door area. WALTER and 
EWAG tool grinding machines convey function and aesthetics 
through distinctive rounded edges and obliquely cut doors.” 

THE NEW DESIGN
The common features of all machines will in future be the new signal 
lamp, a standard control panel, branding inlays and Customer Care 
plates, which ensure that customers always have the service num-

BLOHM
PLANOMAT HP

CUSTOMER BENEFITS

Universal grinding machine for 
surface and pro le grinding. 
Individual and small batch 
production in six sizes. 
No special foundations or 
electrical installations required

APPLICATION

Large range of application 
from machine tools, tool and 
die making through to the 
bearing, turbine, hydraulic and 
automotive industry

TECHNICAL FEATURES

EasyPro le or CNC control 
system. Software packages for 
additional productivity, e.g. for 
automatic step grinding, rotary 
table surface grinding and 
automatic gap control

EN_08_Motion_02_2013   8EN_08_Motion_02_2013   8 15.11.13   14:5215.11.13   14:52

MÄGERLE  BLOHM  JUNG  STUDER  SCHAUDT  MIKROSA  WALTER     EWAG

Motion  02.2013 9

EN_09_Motion_02_2013   9EN_09_Motion_02_2013   9 15.11.13   14:5315.11.13   14:53

10 Motion  02.2013
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“WE TRY TO COMMUNICATE 
THE INNER VALUES OF A PRODUCT 
EXTERNALLY THROUGH DESIGN.”
Dominic Schindler, 
Dominic Schindler Creations GmbH 

bers at hand – or rather on the machine. “We are the largest grinding 
machine manufacturer in the world. With the “New Design” project, 
which also includes the branding and corporate design for the entire 
Group in addition to the machine design, we want to clearly signal to 
the market that we have the broadest application, product and ser-
vice portfolio in the industry, that we are represented worldwide, and 
thus set a benchmark for future-proof design”, says Bottazzo. “Uni-
 ed design draws attention to a uniform brand, a cohesive group of 
companies. Just as a Golf differs from a Passat, but everyone imme-
diately recognizes that they are both models from the Volkswagen 
company”, adds Schindler. 
 The Group takes both aspects – functionality and design – very 
seriously. Technology,  rst and foremost, is at the heart of all efforts. 
For this reason the Group sets aside a higher budget for research and 
development than any of its competitors and employs a large num-
ber of experts in all areas – for hardware, software and services. How-
ever, in all innovations design must support or even improve func-
tion, not limit it. Important points in this connection are operability 
and ergonomics. Even the fact that people are different sizes is taken 

into account. “We had a case where a machine from another com-
pany with good functionality and a low price couldn’t be sold, be-
cause it was so awkward to operate. After an ergonomic redesign the 
sales of this machine doubled in four years”, recalls Schindler. 

FOCUS ON OPERABILITY
With regard to ergonomic design in particular, the new-look ma-
chines of the UNITED GRINDING Group have plenty to offer: features 
include a height-adjustable control panel and maintenance-friendly 
access, door handles with a modi ed pro le, an enlarged  eld of vi-
sion in the machine interior and the multi-color signal lamp with op-
timal status visibility and integrated  ash mode. Additional features 
are improved surfaces and material modi cations to facilitate clean-
ing, an optimized, modi ed foot area, which ensures better working 
space access and foot clearance, as well as a compact housing 
shape, ef ciently grouped connections and high-quality, wear-free 
product graphics. 
 “Operability is a very important point, as the many individual im-
provements in this area demonstrate. It’s no good if the machine can 

STUDER
S41

CUSTOMER BENEFITS

CNC universal cylindrical 
grinding machine for high 
precision and high metal 
removal rate. Short setup and 
change-over times

APPLICATION

Machining of workpieces with 
a weight of up to 250 kg and 
dimensions of up to 275 mm 
height of centers and maximum 
1600 mm distance between 
centers

TECHNICAL FEATURES

Up to four external grinding 
wheels or three internal 
grinding spindles enable over 
30 grinding head combinations. 
StuderGuide® guideway 
system, high-precision axis 
drives with linear motors 
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PREPARE FOR MORE SURPRISES

The  ve machines presented on these pages were presented 
in the new design at EMO Hannover in September. The next 
milestones in this major innovation project are GrindTec and 
the Grinding Symposium of the UNITED GRINDING Group 
from May 21 to 23, 2014 in Thun - Switzerland.

STUDER
S11

CUSTOMER BENEFITS

Compact universal 
cylindrical grinding machine 
for micro components. 
Large grinding wheels despite 
small dimensions

APPLICATION

Machining of rotationally-
symmetrical micro components 
with diameters up to 50 and 
lengths up to 150 mm. 
Especially suitable for the watch 
industry and medical 
 technology

TECHNICAL FEATURES

New operating system 
StuderWINfocus. Grinding 
wheel with 500 mm diameter. 
No hydraulic elements

The UNITED GRINDING Group, 
the international leader in hard  ne 

machining, was present at 
EMO 2013 with a stand area of 

1200 square meters
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do everything, but the operator is unable to implement this function-
ality”, Dominic Schindler underlines the importance of good opera-
bility. The reason for this is simple: the constantly sought-after emo-
tionality – a crucial factor for the designer – is particularly easy to 
inspire, if operating the machine is really enjoyable. “If the customer 
doesn’t have a positive experience when using the machine, the 
product is basically useless – and all the trendy coloring and design 
in the world won’t help then”, says the innovative designer simply.

A CONTROVERSIAL PROCESS
The new design was developed in close collaboration between 
Engineering, Production, Marketing and the Creative Team – a 
controversial process from the very outset. Not everyone is enthu-
siastic about new ideas. Often the argument is presented: “We’ve 
always done it like this”. Sparks often  y between rationality and 
emotion. “But that’s a good thing”, states Schindler. “Our experi-
ence shows that the results are best in cases where there has been 
the hottest debate. Strictly speaking both groups are product de-
velopers, but the engineer takes a rational approach and the de-
signer takes a more emotional approach.” Head of Marketing San-
dro Bottazzo adds: “Ultimately it was a question of making our 
machines even more distinctive and our combined technological 
expertise externally visible.” Good machine construction today is 

a balancing act between technology, function and design. Anyone 
who wants to be one of the top companies must effectively 
achieve this balance. However, the people who make up a com-
pany are crucial in this connection. “Our brands, i.e. the UNITED 
GRINDING family brand, as well as the individual company brands, 
are only so strong because we employ the best people in the in-
dustry”, Sandro Bottazzo heaps praise on his workforce. They 
 ght for the brands every day and put ideas into action. This is also 
part of the success story of the  UNITED GRINDING Group. And 
this attitude of the workforce can be directly measured against the 
length of service of many of the 2200 employees. 20, 30 and even 
more years of service are not uncommon. This also applies not 
only for the Group’s companies in Europe, Bottazzo emphasizes, 
but also those in America and Asia. 
 The most important point of reference is, of course, the custom-
ers. “We want to make our customers more successful in competi-
tion. Our brands depend on products and services that help our 
customers to map out their production even more ef ciently and 
successfully”, says Bottazzo. Modern design must also take ac-
count of this aspect. In any case Dominic Schindler is convinced 
that the UNITED  GRINDING Group has taken a big leap into the 
future with the new design concept and has also set a benchmark 
in this area.  KLAUS JOPP

WALTER
HELITRONIC
VISION 400

CUSTOMER BENEFITS

High-performance tool grinding 
machine for rotationally-
symmetrical precision tools 
from 3 to 315 mm in diameter 
and a machining length of up 
to 350 mm

APPLICATION

Production and regrinding of 
cutters, drills, step-drills, 
woodworking and pro le tools 
made of HM, HSS, ceramic, 
cermet and CBN

TECHNICAL FEATURE

Motor output 24 KW/ 
10,500 rpm. Grinding wheels 
up to max. 254 mm in diameter. 
6-axis CNC robot as tool 
changer
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“OUR GOAL: 
WE WANT TO MAKE 

OUR CUSTOMERS 
MORE SUCCESSFUL.”

Sandro Bottazzo, 
Head of Business Development 

& Marketing,
United Grinding Group AG

JUNG
J600

CUSTOMER BENEFITS

Surface, pro le and contour 
grinding machine for tool and 
die making. Modular system 
which can be optimally adapted 
to customer requirements

APPLICATION

Can be used in a grinding 
range of 300 x 600 mm. 
Also external cylindrical and 
noncircular grinding

TECHNICAL FEATURE

Outstanding damping 
characteristics thanks to 
hydrodynamic guideways. 
High accelerations and infeed 
speeds. Automatic pro le 
dressing system PA-K37
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Körber Schleifring Machinery
(Shanghai) Co., Ltd.
1128, Tai Shun Road
Anting Town
Jiading District
Shanghai 201814, China
Phone +86 21 3958 7333
Fax +86 21 3958 7338
info@grinding.cn

Körber Schleifring Machinery
(Shanghai) Co., Ltd.
Beijing Branch Of ce
Room 202, Building 18
Tower B, Universal Business Park
No.10 Jiuxianqiao Road
Chaoyang District
Beijing 100015, China
Phone +86 10 8526 1040
Fax +86 10 6500 6579
info@grinding.cn

Körber Schleifring Machinery 
(Shanghai) Co., Ltd.
Chongqing Branch Of ce
15-11 Building 4,
No.18 Jinshan Road,
Longxi Street, Yubei District, 
Chongqing 401147, China
Phone +86 23 6370 3600
Fax +86 23 6374 1055
info@grinding.cn

Körber Schleifring Machinery
(Shanghai) Co., Ltd.
Guangzhou Branch Of ce
Room 2003, 20/F
Center Plaza Tower B
161 Linhexi Road
Tianhe District
Guangzhou 510620, China
Phone +86 20 3862 1241
Fax +86 20 3862 1270
info@grinding.cn

United Grinding GmbH
India Branch Of ce
No. 487 - D1 & D2A
4th Phase, KIADB Main Road
Peenya Industrial Area
Bangalore 560058, India
Phone +91 80 415 54 601
Fax +91 80 415 54 603
info.in@grinding.ch 

United Grinding GmbH
Moscow Of ce
1-j Kasatschij Pereulok 5/2,
Strojenije 1
119017 Moskau, Russia
Phone +7 495 956 93 58
Fax +7 495 956 93 59
info.ru@grinding.ch 

United Grinding 
North America, Inc.
510 Earl Blvd.
Miamisburg, OH 45342
USA
Phone +1 937 859 1975
Fax +1 937 859 1115
ugt@grinding.com

United Grinding 
North America, Inc.
5160 Lad Land Drive
Frederiksburg, VA 22407
USA
Phone +1 540 898 3700
Fax +1 540 898 6819
ugt@grinding.com

United Grinding North America, Inc.
Mexico Branch Of ce
Blvd. Bernardo Quintana No. 7001
Of. 1003
Queretaro, Qro. 76079, Mexico
Phone +52-1-555-509-7739
german.gordillo@grinding.com

UNITED GRINDING Group International  

SURFACE AND 
PROFILE  

CYLINDRICAL  TOOLS  

Mägerle AG Maschinenfabrik
Allmendstrasse 50
8320 Fehraltorf, Switzerland
Phone +41 43 355 66 00
Fax +41 43 355 65 00
sales@maegerle.com

Blohm Jung GmbH
Kurt-A.-Körber-Chaussee 63–71 
21033 Hamburg, Germany
Phone +49 40 7250 02
Fax +49 40 7250 3287
sales-hh@blohmjung.com

Blohm Jung GmbH
Jahnstraße 80–82
73037 Göppingen 
Germany
Phone +49 7161 612 0
Fax +49 7161 612 170
sales-gp@blohmjung.com

Fritz Studer AG
3602 Thun
Switzerland
Phone +41 33 439 11 11
Fax +41 33 439 11 12
info@studer.com

Fritz Studer AG  
Lengnaustrasse 12
2504 Biel, Switzerland
Phone +41 32 344 04 50
Fax +41 32 314 06 71
info@studer.com

Schaudt Mikrosa GmbH
Saarländer Straße 25
04179 Leipzig, Germany
Phone +49 341 4971 0
Fax +49 341 4971 500
sales@schaudtmikrosa.com

StuderTEC K.K.
Matsumoto Bldg. 2F
4-10-8, Omorikita, Ota-ku
Tokyo 143-0016, Japan
Phone +81 3 6801 6140
Fax +81 3 6662 6970
info.jp@studer.com

Walter Maschinenbau GmbH
Jopestraße 5
72072 Tübingen, Germany
Phone +49 7071 9393 0
Fax +49 7071 9393 695
info@walter-machines.com

Ewag AG
Industriestrasse 4
4554 Etziken, Switzerland
Phone +41 32 613 31 31
Fax +41 32 613 31 15
info@ewag.com

Walter Kurim s.r.o.
Blanenská 1289
66434 Kurim, Czechia
Phone +420 541 4266 11
Fax +420 541 2319 52
info.wcz@walter-machines.com

Walter Ewag Japan K.K.
1st  oor MA Park Building
Mikawaanjo-cho 1-10-14
Anjo City 446-0056, Japan
Phone +81 556 71 1666
Fax +81 566 71 1668
info.jp@walter-machines.com

Walter Ewag Asia Paci c Pte. Ltd.
25 International Business Park
#01-53/56 German Centre
609916 Singapore
Phone +65 6562 8101
Fax +65 6562 8102
info.sg@walter-machines.com

Walter Ewag UK Ltd.
B 13 Holly Farm Business Park
Honiley, CV8 1NP Kenilworth
Great Britain
Phone +44 1926 4850 47
Fax +44 1926 4850 49
info.uk@walter-machines.com

Walter Ewag Italia S.r.l.
Via G. Garibaldi, 42
22070 Bregnano (CO), Italy
Phone +39 31 7708 98
Fax +39 31 7760 429
info.it@walter-machines.com

Walter Ewag do Brasil Ltda.
Avenida XV de Agosto, 
5-060 Jd. Leocádia
18 085-290 Sorocaba, Brazil
CEP: 18 085 290
Phone +55 15 3228 6910
Fax +55 15 3228 1366
vendas@walter-maquinas.com.br

United Grinding Group AG 
Jubiläumsstrasse 95

3005 Bern, Switzerland

Phone +41 31 356 01 11 
Fax +41 31 356 01 12 

info@grinding.ch
www.grinding.ch

INNOVATION The machine is the star!

INTERVIEW  Design is a narrative

INTERNATIONAL Solutions for the subcontinent

TOOLS & TECHNOLOGY New technology in the service of customers

Designed on the 
drawing board, developed 
with practitioners: 
the new design of the 
machines from the 
UNITED GRINDING Group

02.2013
The customer magazine of the 

UNITED GRINDING Group
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機械の新しいデザイン
UNITED GRINDING Groupの責任者とデザイナーのDominic 
Schindlerには、EMOハノーバー2013に間に合うように新しい
Corporate Designを完成させるための時間が1年もありません
でした。それは高い効果を伴う大きな課題でした。当時、Körber 
SchleifringからUNITED GRINDING Groupへの移行は、特に
統一された機械デザインや、信号灯などの統一されたデザイン
要素に表れていたからです。高品質なデザインは、機械の付加
価値を伝えるだけでなく、顧客や従業員の心を動かすものでな
ければなりません。

C.O.R.E.の登場 – デザイン以上のもの
2015年、C.O.R.E.イニシアチブが発足しました。これはインダス
トリー4.0とグループ全体のデジタル変革を意味します。2021年
にミラノで発表されたC.O.R.E.のハード・ソフトウェアアーキテ
クチャにより、新しいマシン設計はグループの統一的な機械操
作によって補完されました。操作面では、同じユーザー・エクス
ペリエンスを提供するパネルが全ての機械用に開発されました。
ハードウェアの場合と同様に、ソフトウェア開発のための統一さ
れたコンポーネントライブラリを備えた設計システムも用意さ
れています。

未来はとっくに始まっています
UNITED GRINDINGグループのアディティブマニュファクチャリ
ングのスペシャリストであるIRPDが開発したIMPACT 4530 
LPBFシステムは、機械操作における次の進化の始まりです。こ
のままいけば、10年後には機械に固定されたコントロールパネ
ルなどはほとんど見られなくなるかも知れません。IMPACT 
4530の精巧な真空耐性のレーザー安全ガラスは、安全ドアに
統合された大型スクリーンに置き換えられ、機械内部からカメ
ラによって送信された画像を表示することができます。このよう
な大きなデジタル「覗き窓」からオペレーターは設置スペースで
何が起こっているのか、他の重要なプロセスやアクセスデータと
ともに最高品質で見ることができます。

デザインは未来です
UNITED GRINDING Groupでは、デザインは機能的な側面だけでなく、未来を先取りする仕事も担っています。
これは2013年、グループの全ブランド向けに新しい機械設計が開発されたことで実証されました。そして2015年
からはC.O.R.E.を継続し、グループ横断的なデジタルエコシステムの初の共同インタラクション・デザインと開発
を行いました。それは更なる革新を伴うことになります

文章： Michael Hopp

「Motion」2013年02
月号では、UNITED 
GRINDING Groupの
新しい機械デザイン
を紹介し、レイアウト
を新しいCIに調整し
ました。

IMPACT 4530は、将
来の機械の姿を示し
ています。パネルから
タッチスクリーンへ、
人間と機械のインタ
ラクションを実現

統一されたC.O.R.E.パネ
ルは、最先端のウェブフロ
ントエンド技術に基づく、ユ
ーザーフレンドリーで設定
可能なC.O.R.E.HMIを備
えています。統一されたソフ
トウェアが2021年から視
覚的に調整された機械の
登場を補完しています
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人間の生産の歴史は常に可能性の拡大
であり、それは常に人間に害を与えた
り、人間に取って代わったりするのでは
ないかという不安を伴っていました 

デジタルネッ
トワーク化さ
れた生産には
聡明な頭脳が
必要

UNITED GRINDING GROUP IDEAS
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デジタル技術によって、人々は
新しい生産の現実を創造できま
す。そのためには、あなたの創
造力と直感が不可欠です 

文章： Sebastian Barth

単純な作業場からデジタル化され、ネットワー
ク化された生産へと漸進的に発展してきたこ
とは、産業の歴史において驚くべき過程です。こ
の進歩の原動力となったのは、昔も今も人間
の創造性と革新性です。

ドイツ語で工場という意味の「Fabrik」とい
う言葉はラテン語に由来し、「工房」や「建物」を
意味する「fabrica」という言葉に遡ります。その
ため、古代ローマでは、職人が日用品を、通常
は手持ちの道具を使って生産する建物を指す
言葉として使われていました。今日の工場は、
職人とはほとんど無縁で、むしろ熟練工、技術
者、知識労働者です。しかし、それでも自分の技
術を理解することは不可欠です。

工場の概念は、特に18世紀と19世紀の産
業革命の間に着実に発展しました。この時期、
大規模な工業生産設備が出現し、人間が手作
業で行う工程が機械に取って代わられました。
これまで以上に洗練された機械コンセプトの
開発と、その継続的な発展を通じて、世界で最
も売上高の高い基幹産業のひとつである機械
工学が今日に至っています。 

人間の役割はどのように変化してい
るのか？
今日の機械工学は、さらなる発展のための特
別な段階にあります。機械のデジタル化の進
行、人工知能（AI）の技術的飛躍、生産データの
利用可能性の増大により、自動化が進んでいま
す。デジタルネットワーク化された工場はます
ます一般的になりつつあり、インテリジェントな
機械やシステムが相互に通信し、非常に複雑な
生産システムが出現しています。この社会技術
環境の中で、人間の役割も根本的に変化して
います。しかし、人間の役割はどのように変化し
ているのでしょうか？

かつて人間は、多くの場合に反復的で単調
な仕事を任されていました。機械の建設や操作
の責任者であり、組み立て作業や生産の監督を
行っていました。支援するデジタル技術の導入
と継続的な拡大により、人間のこうした活動を
かつてないほど軽減できる可能性があります。
大量のデータを迅速かつ効率的に処理する点
では、機械は人間よりも優れています。それらは
複雑な計算を素早く実行し、反復作業を高速か
つ正確に行えます。重い荷物や危険な作業も、
従業員のリスクを軽減して行うことができます。
エラーが回避され、生産性が向上し、労働安全
が促進されます。 

複雑な問題の場合、AIは賢い頭脳に
敵わない
このような環境における人間の最も重要な仕
事のひとつは、生産ネットワーク内のインテリ
ジェントな機械と人間中心のコミュニケーショ
ンができる適切なインターフェイスを作ること
です。このようにして初めて、人間は機械やシス
テムからのデータや情報を解釈し、そこから付
加価値を生み出せます。さらに、人間は技術的
な知識と経験を駆使して、機械を最適に設計
し、構成し、適応させなければなりません。その

際、機械や人間が作ったデジタルアシスタンス
システムの直感的な操作が特に重要です。そし
て、インテリジェントな機械とロボットの巧みな
プログラミングと絶え間ないメンテナンスだけ
が、安全で生産性の高い生産作業の遂行を保
証します。 

過去何世紀にもわたってそうであったよう
に、人間の創造性は今後も中心的な役割を果
たし続けることでしょう。多くの場合、プロセス
の最適化に対する革新的なアプローチは技術
的な知識と創意工夫の組み合わせから生まれ

ます。創造的な解決策を見つけ、新しいアイデ
アを開発し、高度な柔軟性と独創性を必要とす
る複雑な問題を解決することに関しては、どの
人工知能もまだ賢い頭脳に敵いません。機械
やアルゴリズムとは対照的に、人間の長年の経
験や学際的な協力によって、人間は製品の革新
に取り組み、相関関係と因果関係を区別するこ
とができます。こうすることで、問題の原因を特
定し、対策の効果を技術的に評価することがで
きます。

「機械がパラメータ
に依存するのに対し
て、人間は視点を量
ることができる」
Sebastian Barth
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SEBASTIAN BARTH 

Sebastian Barth博士（RWTHアーヘン大学工
作機械・生産技術研究所製造研削技術・技術管
理シニアエンジニア、技術コンサルタントTool-

making Academy WBA代
表、Bio4MatProオフィスコ
ンピテンスセンター代表

概要
創造性と批判的思考が今後さらに求
められる
気候変動、法的・地政学的な不確実性、コモデ
ィティや技能の危機などによって、ますます不安
定で不 確 実 、複 雑であいまいな 経 済 環 境 

（VUCA）の中で、人間の柔軟性と適応性はま
すます重要な役割を果たすようになっていま
す。多くの場合、変化や新しい状況には、スキル
や考え方を素早く適応させる必要があります。
機械システムは通常、目標を達成するためにプ
ログラムされた命令やパラメーターに依存する
ため、認知能力や直感を持つ人間もまた、ここ
で中心的な役割を果たします。 

「デジタル化は人
間に取って代わるも
のではなく、むしろ
その可能性を広げ
るものです」
Bartels氏、May氏、von Au氏から引用

批判的な思考や倫理的に正当な判断を下すこ
とも、今後ますます求められるようになるでしょ
う。持続可能な製品や生産方式は、製造企業に
とってますます重要な課題となっており、機械シ
ステムがまだ適応していない製品や工程の見
直しにつながっています。人間は、このような複
雑で、主に無秩序な状況や情報システムにおい
て、さまざまな視点を分析し、重み付けをする
ことができますが、機械や生産システムは、定
義されたルールやアルゴリズムを前提としたも
のに限られています。 

私たち一人一人の役割は、この相互作用を
意識し、自分自身の強みを、他の人々の革新的
な力によって生み出される新しい機械の強み
と共生させることです。そうすることで、私たち
一人一人がそれぞれの能力を発揮し、経済的、
生態学的、社会的な観点から、現在の多様な機
会を最大限に活用することに貢献できます。作
家のBartels氏、May、von Au氏たちは、この点
を端的に表現しています。「デジタル化は人間
に取って代わるものではなく、むしろその可能
性を広げるものです」 1 そして賢明な頭脳とし
て、私たちはこの機会を利用して、新しい生産
現実を創造します。

[1] Peter Bartels、Peter May、Dominik von Au：“F.cube –  
How to secure the future of your family business”　 

（F.cube – ファミリービジネスの未来を確保する方法）出版社 
Murmann & Haufe Publishers
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研削技術のため
の主要な見本市

2024年5月14日～17日、 
シュトゥットガルト、ドイツ

研削技術の最も重要な国際見本市のひとつであるGrindingHubが、今年
も5月にシュトゥットガルトで開催されます。主催はドイツ工作機械工業会
（VDW）で、スイス技術産業協会（Swissmem）およびメッセ・シュトゥッ
トガルト（Messe Stuttgart）と協力しています。ここでは、研削盤、工具研
削盤、砥粒の新開発について知ることができ、ソフトウェアツール、品質管
理、研削技術のバリューチェーンを取り巻く生産環境全体の最新動向に
も焦点が当てられています。UNITED GRINDING Groupはまた、顧客や
研削愛好家の皆様に最新の技術や製品をお伝えできることを楽しみに
しています。特に革新的でブランド横断的なC.O.R.E.のハード・ソフトウ
ェアアーキテクチャをブースで直接ご覧いただいたり、最新の研削技術
とオートメーションソリューションをお試しいただけます。GrindingHub
は2022年に初開催され、2年ごとに開催されます。「GrindingHubに再
び参加し、顧客や関係者に当社の革新技術を紹介できることを大変嬉
しく思います」と、Head of Marketing & CommunicationsのMichèle 
Fahrni氏は言います。

GrindingHub、2024年5月14日～17日、 
Landesmesse Stuttgart GmbH、 
Messepiazza 1、70629 Stuttgart
 
www.grindinghub.de/en

その他の見本市：

 2023年10月 

 2022年10月10日–13日
 MSV –  
 ブルノ、チェコ

 2023年10月18日–21日
 MECT –  
 名古屋、日本

 2023年11月 

 2023年11月22日–25日
 THAI METALEX –  
 バンコク、タイ

 2024年4月 

 2024年04月08日–12日
 CCMT –  
 上海、中国

 2024年5月 

 2024年05月14日–17日
 GRINDINGHUB –  
   シュトゥットガルト、ドイツ
 

最新のスケジュールは、以下でご確認ください：  
www.grinding.ch/jp/イベント
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UNITED GRINDING Group 
3014 Bern, Switzerland 
T +41 31 356 01 11 
grinding.ch 

平面とプロファイル 
 

MÄGERLE 
8320 Fehraltorf, Switzerland 
T +41 43 355 66 00 
maegerle.com 

BLOHM JUNG 
21033 Hamburg, Germany  
T +49 40 33461 2000  
blohmjung.com 

BLOHM JUNG  
73037 Göppingen, Germany  
T +49 7161 6271 800 
blohmjung.com 

円筒
 

STUDER 
3602 Thun, Switzerland 
T +41 33 439 11 11 
studer.com 

STUDER 
2504 Biel, Switzerland 
T +41 32 344 04 50 
studer.com 

STUDER  
Tokyo 143-0016, Japan 
T +81 3 6801 6140 
studer.com 

SCHAUDT MIKROSA 
73037 Göppingen, Germany
T +49 7161 6271 815 
schaudtmikrosa.com 

工具
 

WALTER 
72072 Tübingen, Germany  
T +49 7071 9393 0 
walter-machines.com 

WALTER  
30827 Garbsen, Germany  
T +49 5131 4948 0 
walter-machines.com 

WALTER  
66434 Kuřim, Czech Republic 
T +420 541 4266 11 
walter-machines.com 

EWAG  
4554 Etziken, Switzerland 
T +41 32 613 31 31 
ewag.com 

WALTER EWAG  
Anjo City 446-0056, Japan 
T +81 556 71 1666 
walter-machines.com 

WALTER EWAG 
609916 Singapore 
T +65 6562 8101 
walter-machines.com 

UNITED GRINDING GROUP INTERNATIONAL 

積層造形
 

IRPD 
9014 St. Gallen, Switzerland  
T +41 71 274 73 10  
irpd.ch

UNITED GRINDING  
Shanghai 201814, China 
T +86 21 3958 7333
grinding.cn 

UNITED GRINDING   
Beijing 100015, China  
T +86 10 8526 1040 
grinding.cn 

UNITED GRINDING   
Bangalore 560058, India  
T +91 80 30257 612  
grinding.ch 

UNITED GRINDING   
Miamisburg, OH 45342, USA  
T +1 937 859 1975 
grinding.com

UNITED GRINDING   
Querétaro, Qro.76090, Mexico 
T +52 4421 99 5010 
grinding.com 

WALTER EWAG  
Warwick CV34 5DR, 
Großbritannien 
T +44 1926 4850 47 
walter-machines.com 

WALTER EWAG  
22070 Vertemate con  
Minoprio (CO), Italy 
T +39 31 7708 98
walter-machines.com
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